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只
見
町
の
生
活
を
守
る
除
雪
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
皆
さ
ん
の

お
仕
事
は
、時
間
と
の
勝
負
で
す
。夜
中
、日
付
が
変
わ
る
と

間
も
な
く
現
れ
た
除
雪
ド
ー
ザ
は
、道
路
に
皮
一
枚
し
か
残
ら

な
い
ほ
ど
キ
レ
イ
に
雪
を
押
し
て
い
き
ま
す
。ド
ー
ザ
が
過
ぎ

た
後
の
路
線
は
、凹
凸
が
な
く
、車
も
歩
行
者
も
安
心
し
て
通

れ
る
道
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

（
関
連
記
事
：
P2-5）
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住
民
の
生
活
を
守
る

只
見
町
の
除
雪
隊

雪
国
只
見
町
の

　
　
　
　  「
道
路
除
雪
」
只
見
町
の
除
雪
延
長

　
約
６
６
，７
５
５
ｍ
‼

特集

　
皆
さ
ん
が
寝
静
ま
る
頃
、
し

ん
し
ん
と
降
る
雪
は
、
降
っ
て

い
る
こ
と
を
気
付
か
せ
ず
に
積

も
っ
て
い
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
ん
な
朝
は
、
少
し
早
め
に

家
を
出
ま
す
が
、
道
路
は
既
に

除
雪
が
さ
れ
て
い
て
、「
出
勤
時

間
に
は
間
に
合
い
そ
う
だ
」
と

胸
を
撫
で
下
ろ
し
た
方
も
少
な

く
は
な
い
は
ず
で
す
。

　
今
回
は
、
夜
が
明
け
な
い
う

ち
か
ら
行
わ
れ
る
除
雪
と
除
雪

隊
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て
い
き

ま
す
。

　
雪
国
只
見
町
の
冬
の
「
道
路
除

雪
」
は
、
住
民
の
日
常
生
活
に
必

要
な
物
資
の
輸
送
、
通
勤
、
通
学

な
ど
の
交
通
の
確
保
に
非
常
に
重

要
で
す
。

　
今
冬
12
月
15
日
か
ら
16
日
に
か

け
て
、
90
セ
ン
チ
を
超
え
る
大
雪
と

な
り
ま
し
た
。
も
し
除
雪
体
制
が

整
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
町
内
各
所
の

道
路
が
寸
断
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
た

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
な
大
雪
時
に
限
ら
ず
、

住
民
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ

う
に
、
町
で
除
雪
事
業
計
画
を
定

め
、
町
内
業
者
の
皆
さ
ん
と
協
力

し
て
除
雪
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
町
内
の
除
雪
延
長
は
、
約
６
６
，

７
５
５
ｍ（
春
先
除
雪
除
く
）
と
な

っ
て
い
ま
す
。
道
路
の
幅
や
積
雪
量

に
よ
っ
て
、
同
じ
道
を
何
回
か
往
復

す
る
た
め
、
一
晩
の
除
雪
の
た
め
に

走
る
距
離
は
更
に
多
く
な
り
ま
す
。

深
刻
な
後
継
者
不
足

　
除
雪
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
方
は
、
除

雪
歴
20
年
を
超
え
る
ベ
テ
ラ
ン
の
方

が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
一
方
、
出
動
時

間
が
早
く
土
日
祝
日
も
関
係
な
い
こ

と
や
大
型
特
殊
免
許
な
ど
が
必
要

な
こ
と
か
ら
、
若
い
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

が
少
な
く
、
後
継
者
不
足
が
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
後
継
者
不
足
の
解
消
の

た
め
に
補
助
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。（
参
照 

: Ｐ５
）

只見町の生活を守る
道路除雪業者の主な担当地区

浅草建材株式会社

川合車輌

只見地区・朝日地区

只見地区・朝日地区

永洸建設株式会社

只見地区

有限会社ジオ・サイクル

吉野建設株式会社

朝日地区

(株)南会西部建設コーポレーション南会津本社

明和地区

明和地区

真
夜
中
の
出
動

　
通
勤
・
通
学
の
方
や
緊
急
車
両

等
の
安
全
な
交
通
の
確
保
の
た

め
、
ま
た
事
故
を
起
こ
さ
な
い
よ

う
、
朝
７
時
ま
で
の
路
線
除
雪
完

了
を
目
標
に
除
雪
が
進
め
ら
れ
ま

す
。
そ
の
た
め
、
除
雪
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
の
方
々
は
、
真
夜
中
か
ら
出

動
し
ま
す
。
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永
洸
建
設
株
式
会
社

　
　
　
　矢
沢
友
一  

さ
ん

　
私
は
、
ま
ず
自
分
の
担
当
区
域
（
塩
沢
〜
入
叶

津
）
の
積
雪
量
の
確
認
の
た
め
、
夜
中
の
１
時
半

頃
か
ら
パ
ト
ロ
ー
ル
を
し
ま
す
。
そ
の
パ
ト
ロ
ー
ル

で
実
際
に
見
た
情
報
と
、
今
後
の
天
候
と
過
去
の

経
験
な
ど
か
ら
、
出
動
の
判
断
を
し
ま
す
。
出
動

の
基
準
は
10
㎝
程
度
の
積
雪
が
あ
れ
ば
出
動
し
て

い
ま
す
が
、
降
雪
量
が
少
な
く
て
も
、
場
所
に
よ
っ

て
は
吹
き
溜
ま
り
や
日
中
の
人
の
動
き
に
よ
っ
て

除
雪
が
必
要
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
10

㎝
以
下
で
も
出
動
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

Ｑ
出
動
ま
で
の
流
れ
や

　
　出
動
の
基
準
は
あ
り
ま
す
か
？

　
除
雪
は
、
雪
国
で
生
活
す
る
上
で
必
要
不
可
欠
な

も
の
で
す
。
町
民
の
安
心
安
全
な
生
活
に
直
結
す
る

仕
事
を
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
や
り
が
い
で
す
。

Ｑ
除
雪
の
や
り
が
い
は

　
　
　
　
　
　な
ん
で
す
か
？

　
パ
ト
ロ
ー
ル
後
す
ぐ
に
出
ま
す
の
で
、
２
時
頃
か

ら
出
動
に
な
り
ま
す
。
朝
は
、
通
勤
の
方
が
増
え

ま
す
の
で
７
時
ま
で
に
は
交
通
の
確
保
が
出
来
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
日
中
も
雪
が
降
り
続
く
日

は
、
夕
方
の
帰
宅
時
間
に
間
に
合
う
よ
う
に
12
時

頃
か
ら
16
時
頃
を
目
安
に
除
雪
を
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
出
動
時
間
は
？

　
積
雪
量
が
多
い
と
ど
う
し
て
も
ご
自
宅
の
前
な

ど
に
置
き
雪
が
発
生
し
て
し
ま
い
ま
す
。
私
も
申

し
訳
な
い
と
思
い
な
が
ら
除
雪
を
し
て
い
ま
す
。
大

変
だ
と
は
思
い
ま
す
が
、
ご
自
宅
の
前
の
置
き
雪

は
除
雪
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
自
宅
に
引
き
こ
ん
で
い
る
電
話
線
や
電

線
の
た
る
み
を
た
ま
に
点
検
し
て
く
だ
さ
い
。
た
る

ん
で
い
る
場
合
に
は
、
除
雪
車
に
引
っ
か
か
る
場

合
も
あ
る
の
で
、
電
力
会
社
な
ど
に
直
し
て
も
ら

う
よ
う
に
し
て
頂
け
る
と
助
か
り
ま
す
。

皆
さ
ん
の
安
全
の
た
め
に
頑
張
り
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

Ｑ
町
民
の
方
へ

　
　メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す

　
神
経
が
な
か
な
か
休
ま
ら
な
い
こ
と
で
し
ょ
う

か
。
ド
カ
雪
に
な
る
と
住
民
の
方
の
生
活
に
支
障

が
で
る
の
で
、
オ
フ
の
時
間
で
も
降
雪
量
を
観
察

し
て
、
出
動
を
考
え
て
い
ま
す
し
、
実
際
に
出
動

し
て
か
ら
は
、
安
全
確
保
を
し
な
が
ら
、
事
故
を

起
こ
さ
な
い
よ
う
に
作
業
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

た
め
、
気
が
抜
け
な
い
時
間
が
多
い
で
す
。

　町の交通確保する除雪は、天候
に左右され、いつ出動になるのか
分からない仕事は精神的に大変な
ものだと感じました。
　個人的な理由で除雪車を呼ぶこ
とはできませんが、町民の生活を
守る使命を担った除雪隊の思いが
理解できたような気がしました。
除雪車による騒音や置き雪などご
迷惑をおかけしますが、安全な道
路交通を確保するために大切な作
業です。皆さんの共助により、冬
道の交通の確保がされています。
皆さまのご理解・ご協力をお願い
いたします。

Ｑ
除
雪
を
す
る
上
で
大
変
な
事
は
？

～インタビューを終えて～

-ＩＮＴＥＲＶＩＥＷ-除雪オペレーター育成支援事業

冬の生活の安心確保「除雪支援保険事業」

　町は、冬期間の町内のライフラインを確保するために、除雪業務を担う事業者へオペレーターの育成
支援を行っています。

　皆さん、住宅の軒下の除雪はどうしていますか。町には安心して冬の生活を送れるように「除雪支援保
険事業」があります。高齢者世帯などには、所得に応じた助成金もあります。
　お申し込みは、昨年11月20日発行のおしらせばんに掲載の除雪支援指定事業者（以下「事業者」）に
直接行ってください。（12月から翌年の３月末まで１シーズンの申込となります。シーズン途中からのお申
込みでも月割などはありませんのでご了承ください。）

　○免許取得費、技能講習費の実費の２分の１以内（限度額１０万円）
　○同一人に対する同一資格取得に係る経費の対象は、受験回数１回までとする。
　○同一年度における１事業者あたりの補助対象人数上限は３名以内とする。

【補助内容】

　補助対象事業者が、資格取得予定者に対し、大型特殊免許の取得、車両系建設機械運転技能講習を受
講させる場合において、次の要件に該当すること
　（１）資格取得予定者は、原則６０歳未満であること　（２）資格取得予定者は、雇用保険適用者であること

【補助要件】

基本料金

所得段階1

所得段階2

所得段階3

所得段階4

助成対象外

66,000円

66,000円

66,000円

66,000円

66,000円

11,000円

22,000円

33,000円

44,000円

66,000円

55,000円

44,000円

33,000円

22,000円

0円

自己負担額 助成金

まずは事業者へ直接ご相談ください。その後、事業者が持つ申込書類（作業申込と助成金申請の２枚で１
セットです）に必要事項を記入して頂きます。
利用料金について、助成制度に該当する方は、自己負担分のみを事業者にお支払いください。

【助成対象世帯】　※町税などの滞納のある場合は助成できません。
　助成の対象となる世帯は以下のとおりです。
　①６５歳以上の方のみで構成される世帯　②ひとり親家庭を含む世帯
　③重度心身障がい者（身体１級と２級及び３級で心臓・腎臓・呼吸器等の障がい、知的ＡとＢ、精神１級　
　　と２級）の方がいる世帯

【基本料金・助成金額】
　助成金額は、前年の世帯員の総所得金額により、下表のとおり所得段階を設けて算出します。

●その他
　この事業は、あくまでも個人住宅の軒下がつかえないようにする除雪のみを対象としています。屋根の雪
　下ろしや玄関までの除雪作業、降雪の度に行なう除雪作業等は、事業者との間で別途契約となります。

【申込と利用料金の支払い】

町道除雪、除雪オペレーター育成支援事業についての問合せ ： 農林建設課建設係　82－5270
除雪支援保険事業についての問合せ ： 保健福祉課福祉係　84-7010
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は
吹
き
溜
ま
り
や
日
中
の
人
の
動
き
に
よ
っ
て

除
雪
が
必
要
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
10

㎝
以
下
で
も
出
動
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

Ｑ
出
動
ま
で
の
流
れ
や

　
　出
動
の
基
準
は
あ
り
ま
す
か
？

　
除
雪
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、
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す
る
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必
要
不
可
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な

も
の
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す
。
町
民
の
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心
安
全
な
生
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に
直
結
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る
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て
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と
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こ
と
が
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り
が
い
で
す
。

Ｑ
除
雪
の
や
り
が
い
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よ
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12
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頃
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ら
16
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目
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除
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ま
す
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動
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。
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置
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ま
す
。
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す
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に
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。
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な
る
と
住
民
の
方
の
生
活
に
支
障

が
で
る
の
で
、
オ
フ
の
時
間
で
も
降
雪
量
を
観
察

し
て
、
出
動
を
考
え
て
い
ま
す
し
、
実
際
に
出
動

し
て
か
ら
は
、
安
全
確
保
を
し
な
が
ら
、
事
故
を

起
こ
さ
な
い
よ
う
に
作
業
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

た
め
、
気
が
抜
け
な
い
時
間
が
多
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。

　町の交通確保する除雪は、天候
に左右され、いつ出動になるのか
分からない仕事は精神的に大変な
ものだと感じました。
　個人的な理由で除雪車を呼ぶこ
とはできませんが、町民の生活を
守る使命を担った除雪隊の思いが
理解できたような気がしました。
除雪車による騒音や置き雪などご
迷惑をおかけしますが、安全な道
路交通を確保するために大切な作
業です。皆さんの共助により、冬
道の交通の確保がされています。
皆さまのご理解・ご協力をお願い
いたします。

Ｑ
除
雪
を
す
る
上
で
大
変
な
事
は
？

～インタビューを終えて～

-ＩＮＴＥＲＶＩＥＷ-除雪オペレーター育成支援事業

冬の生活の安心確保「除雪支援保険事業」

　町は、冬期間の町内のライフラインを確保するために、除雪業務を担う事業者へオペレーターの育成
支援を行っています。

　皆さん、住宅の軒下の除雪はどうしていますか。町には安心して冬の生活を送れるように「除雪支援保
険事業」があります。高齢者世帯などには、所得に応じた助成金もあります。
　お申し込みは、昨年11月20日発行のおしらせばんに掲載の除雪支援指定事業者（以下「事業者」）に
直接行ってください。（12月から翌年の３月末まで１シーズンの申込となります。シーズン途中からのお申
込みでも月割などはありませんのでご了承ください。）

　○免許取得費、技能講習費の実費の２分の１以内（限度額１０万円）
　○同一人に対する同一資格取得に係る経費の対象は、受験回数１回までとする。
　○同一年度における１事業者あたりの補助対象人数上限は３名以内とする。

【補助内容】

　補助対象事業者が、資格取得予定者に対し、大型特殊免許の取得、車両系建設機械運転技能講習を受
講させる場合において、次の要件に該当すること
　（１）資格取得予定者は、原則６０歳未満であること　（２）資格取得予定者は、雇用保険適用者であること

【補助要件】

基本料金

所得段階1

所得段階2

所得段階3

所得段階4

助成対象外

66,000円

66,000円

66,000円

66,000円

66,000円

11,000円

22,000円

33,000円

44,000円

66,000円

55,000円

44,000円

33,000円

22,000円

0円

自己負担額 助成金

まずは事業者へ直接ご相談ください。その後、事業者が持つ申込書類（作業申込と助成金申請の２枚で１
セットです）に必要事項を記入して頂きます。
利用料金について、助成制度に該当する方は、自己負担分のみを事業者にお支払いください。

【助成対象世帯】　※町税などの滞納のある場合は助成できません。
　助成の対象となる世帯は以下のとおりです。
　①６５歳以上の方のみで構成される世帯　②ひとり親家庭を含む世帯
　③重度心身障がい者（身体１級と２級及び３級で心臓・腎臓・呼吸器等の障がい、知的ＡとＢ、精神１級　
　　と２級）の方がいる世帯

【基本料金・助成金額】
　助成金額は、前年の世帯員の総所得金額により、下表のとおり所得段階を設けて算出します。

●その他
　この事業は、あくまでも個人住宅の軒下がつかえないようにする除雪のみを対象としています。屋根の雪
　下ろしや玄関までの除雪作業、降雪の度に行なう除雪作業等は、事業者との間で別途契約となります。

【申込と利用料金の支払い】

町道除雪、除雪オペレーター育成支援事業についての問合せ ： 農林建設課建設係　82－5270
除雪支援保険事業についての問合せ ： 保健福祉課福祉係　84-7010
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　只見町では、様々な職種・場面で人材不足が課
題となっています。そこで、特定地域づくり事業協同
組合制度に取組むことで、課題解決につなげたいと
考えています。
　特定地域づくり事業協同組合制度とは、人口急
減地域の事業者が、事業協同組合を設立し、組合
が雇用した職員（地域づくり人材）を組合員に派遣
する制度です。業種の異なる複数の仕事を組み合わ
せて通年の雇用を生み出すことが出来る仕組みです。
　また課題解決の第１歩として、１月 25 日、特定地域づくり事業協同組合制度の勉強会が行われ、個人
事業主を含む１１事業所が参加しました。

　新成人の皆様、ご成人おめでとうございます。
　今年度の成人式は、新型コロナウイルス感染拡大の影響により中止となり、新成人の皆様、保護者の皆
様は本当に残念な心情であるとお察しいたします。
　式典は中止となりましたが、「新成人からのメッセージ」を募集したところ、菅家和浩さんからメッセージ
をいただきましたのでご紹介します。

　このねっかは、「１８歳の酒プロジェクト実行委員会
（事務局：合同会社ねっか）」が企画したもので、南
会津高校・只見高校の３年生を対象に卒業前の思い
出作りとして、酒米づくりと酒の仕込みを体験し、出来
あがった酒は成人した時にプレゼントされるというもの
です。
　受け取った新成人のひとりは、「１本は家族と楽しん
で、もう１本は同級生と会えた時に飲みたいです。」と
話してくれました。

特定地域づくり事業協同組合が設立されると
事業者（組合員）…繁忙期や人手が足りないといった事業者や小規模事業者でも人手の確保が
　　　　　　　　　可能になります。
若者・移住者（地域づくり人材）…通年の安定した収入や社会保障が得られ、地域を支える様々
　　　　　　　　　　　　　　　 な業種を経験でき、キャリアアップにつながります。

　今後は、事業者や関係団体や町で協議・調整が行われ、事業計画などの作成や認可手続き等
が設立に向けて行われる予定です。

　今 20 年振り返ると多くの方 と々只見で関わりを持つこと
が出来たと感じます。家族をはじめ自分の担当をしてくだ
さった先生方、スポ少や太鼓の活動など多くの方々に支え
られてきました。
　昨今の情勢により医療従事者をはじめ多くの方々に支え
られて日々過ごしているということを改めて感じました。
　『感謝』の思いを常に持ちつつ、今後多くの方々の支え
になれたらと思います。

菅家和浩

新成人の方に
ねっかが届きました！

町の人材不足解消のために
特定地域づくり事業協同組合制度

特定地域づくり事業協同組合制度の仕組み（資料：総務省）

新成人からのメッセージが届きました！
NEWS＆FLASH
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令
和
2
年
度

　芸
術
文
化
賞
・
ス
ポ
ー
ツ
優
秀
選
手
賞
表
彰
者（
敬
称
略
）

令
和
2
年
度

　芸
術
文
化
賞
・
ス
ポ
ー
ツ
優
秀
選
手
賞
表
彰
者（
敬
称
略
）

第
44
回
只
見
町
民
文
芸
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者（
敬
称
略
）

第
44
回
只
見
町
民
文
芸
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者（
敬
称
略
）

【
芸
術
文
化
賞
】

▽
梁
取
昊
（
朝
日
小
２
年
）＝
令

和
２
年
度
歯
科
衛
生
図
画
・
ポ

ス
タ
ー
・
書
写
・
標
語
コ
ン
ク
ー

ル
（
図
画
の
部
）
／
最
優
秀
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▽
只
見
中
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（
大
川
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・

山
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城
渓
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・
三
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第
７
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▽
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第
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の
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）＝

令
和
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度
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関

す
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只
見
高
３
年
）

◎
中
学
生
の
部

▽
入
選
／
鈴
木
莉
子
（
只
見
中

３
年
）

▽
佳
作
／
佐
藤
静
香
（
只
見
中

３
年
）、
三
瓶
奨
悟
（
只
見
中
３

年
）

◎
高
校
生
の
部

▽
特
選
／
小
勝
高
大
（
只
見
高

３
年
）

▽
入
選
／
梁
取
結
花
（
只
見
高

３
年
）

▽
佳
作
／
馬
場
菊
（
只
見
高
２

年
）、酒
井
美
来
（
只
見
高
３
年
）

◎
一
般
の
部

▽
特
選
／
酒
井
洋
子
（
坂
田
）

▽
入
選
／
目
黒
レ
イ
（
只
見
）

▽
佳
作
／
三
瓶
淑
子
（
大
倉
）

◎
一
般
の
部

▽
特
選
／
新
國
洋
子
（
只
見
）

▽
入
選
／
齋
藤
由
美
子
（
大
倉
）、

目
黒
富
子
（
黒
谷
）

▽
佳
作
／
菅
家
ミ
ヨ
子（
只
見
）、

渡
部
ユ
キ
子
（
福
井
）

【
俳
句
部
門
】

◎
小
学
生
下
学
年
の
部

▽
特
選
／
目
黒
美
結
（
朝
日
小

３
年
）

▽
入
選
／
三
瓶
れ
ん
（
朝
日
小

３
年
）

▽
佳
作
／
渡
部
結
羽
（
只
見
小

１
年
）、菅
家
一
晟（
只
見
小
３
年
）

◎
小
学
生
上
学
年
の
部

▽
特
選
／
佐
藤
翔
（
朝
日
小
５

年
）

▽
佳
作
／
齋
藤
珀
（
只
見
小
４

年
）、菅
家
凛
（々
只
見
小
５
年
）、

山
内
丈
大
（
明
和
小
５
年
）

す
る
作
文
」
／
福
島
県
南
会
津

地
方
振
興
局
長
賞

▽
大
川
桃
果
（
只
見
中
３
年
）＝

朝
河
貫
一
賞
／
最
優
秀
賞

▽
只
見
中
学
校
（
角
田
愛
莉
・

青
山
日
菜
花
・
伊
藤
太
久
摩
・

目
黒
羚
）＝
第
２
回
小
中
学
生

ま
ち
づ
く
り
大
賞
（
ふ
く
し
ま

ジ
ュ
ニ
ア
チ
ャ
レ
ン
ジ
）
／
最
高

賞
（
グ
ラ
ン
プ
リ
）

▽
目
黒
楓
華
（
只
見
高
３
年
）＝

第
40
回
福
島
県
川
柳
賞
／
青
少

年
奨
励
賞

▽
三
宅
実
美
（
只
見
高
２
年
）＝

第
40
回
全
国
高
校
生
読
書
体
験

記
コ
ン
ク
ー
ル
（
福
島
県
選
考

会
）
／
優
秀
賞

【
ス
ポ
ー
ツ
優
秀
選
手
賞
】

▽
只
見
中
男
子
ク
ロ
カ
ン
部
（
山

内
大
暉
・
菊
地
琉
巧
・
大
竹
優

真
・
鈴
木
詠
大
）＝
第
62
回
福

島
県
中
学
校
体
育
大
会
ス
キ
ー

大
会
／
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
リ
レ

ー
県
１
位

▽
只
見
中
女
子
ク
ロ
カ
ン
部
（
山

内
ひ
か
り
・
岩
佐
乃
杏
・
梁
取

な
な
こ
）＝
第
62
回
福
島
県
中
学

校
体
育
大
会
ス
キ
ー
大
会
／
ク

ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
リ
レ
ー
県
２
位

▽
鈴
木
来
菜
（
南
会
津
高
１
年
）

＝
第
62
回
福
島
県
中
学
校
体
育

大
会
ス
キ
ー
大
会
／
ア
ル
ペ
ン
ジ

ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム
県
１
位

／
ア
ル
ペ
ン
ス
ラ
ロ
ー
ム
県
２
位

▽
新
國
太
陽
（
若
松
商
業
高
２

年
）＝
令
和
２
年
度
福
島
県
高

等
学
校
新
人
体
育
大
会
会
津
地

区
大
会
剣
道
競
技
／
男
子
個
人

会
津
１
位

▽
只
見
高
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
（
星

佑
奈
・
三
瓶
楓
）（
只
見
高
校
）

＝
第
３
回
只
見
カ
ッ
プ
／
ビ
ー
チ

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
女
子
県
１
位

　「令和２年度 芸術文化賞・スポーツ優秀選手賞」と「第 44 回只見町民文芸コンクール」の受賞者
が決定しました。受賞者は以下のとおりです。
なお、今年度は新型コロナウイルス感染症拡大防止のために式は行わず、表彰状は送付となります。
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や
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と
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さ
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ろ
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ろ
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と

い
が
ら
し

け
い
ご

さ
ん
べ

そ
う
す
け

か
わ
ら
だ

あ
か
ね

め
ぐ
ろ
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と
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。
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と
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と
り
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ぐ
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き
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け
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と
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お
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う
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と
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わ
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な
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と
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は
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な
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な
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令
和
2
年
度

　芸
術
文
化
賞
・
ス
ポ
ー
ツ
優
秀
選
手
賞
表
彰
者（
敬
称
略
）

令
和
2
年
度

　芸
術
文
化
賞
・
ス
ポ
ー
ツ
優
秀
選
手
賞
表
彰
者（
敬
称
略
）

第
44
回
只
見
町
民
文
芸
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者（
敬
称
略
）

第
44
回
只
見
町
民
文
芸
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者（
敬
称
略
）

【
芸
術
文
化
賞
】

▽
梁
取
昊
（
朝
日
小
２
年
）＝
令

和
２
年
度
歯
科
衛
生
図
画
・
ポ

ス
タ
ー
・
書
写
・
標
語
コ
ン
ク
ー

ル
（
図
画
の
部
）
／
最
優
秀
賞

▽
只
見
中
学
校
（
大
川
桃
果
・

山
本
愛
佳
・
栗
城
渓
人
・
三
瓶

心
乃
花
）＝
第
７
回
全
国
海
洋
サ

ミ
ッ
ト
／
優
秀
賞

▽
山
田
夢
空
（
只
見
中
３
年
）＝

第
60
回
国
際
理
解
の
国
際
協
力

の
た
め
の
全
国
中
学
生
作
文
コ
ン

テ
ス
ト
／
佳
作

▽
只
見
中
学
校
（
山
本
愛
佳
）＝

第
２
回
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
北
海

道
・
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
ポ
ス
タ

ー
発
表
部
門
／
最
優
秀
賞

▽
五
十
嵐
葵
（
只
見
中
２
年
）＝

令
和
２
年
度
中
学
生
「
税
に
関

す
る
作
文
」
／
福
島
県
法
人
会

連
合
会
会
長
賞

▽
菅
野
陽
翔
（
只
見
中
２
年
）＝

令
和
２
年
度
中
学
生
「
税
に
関

【
作
文
部
門
】

◎
小
学
生
下
学
年
の
部

▽
入
選
／
五
十
嵐
慶
伍
（
明
和

小
２
年
）

▽
佳
作
／
三
瓶
成
翔
（
只
見
小

２
年
）、
梁
取
海
未
（
明
和
小

３
年
）

◎
小
学
生
上
学
年
の
部

▽
特
選
／
角
田
杏
（
明
和
小
４

年
）

▽
入
選
／
大
束
芽
生
（
明
和
小

４
年
）、
矢
沢
悠
樹
（
明
和
小

５
年
）▽
佳
作
／
目
黒
夏
穂
（
只

見
小
６
年
）、
山
内
椿
（
明
和

小
６
年
）

◎
中
学
生
の
部

▽
入
選
／
渡
部
柊
（
只
見
中
１

年
）

▽
佳
作
／
増
田
司
（
只
見
中
１

年
）、矢
沢
実
優
（
只
見
中
１
年
）

【
詩
部
門
】

◎
小
学
生
下
学
年
の
部

▽
入
選
／
岩
佐
朱
乃
（
朝
日
小

１
年
）

◎
小
学
生
上
学
年
の
部

▽
入
選
／
三
瓶
蒼
有
介
（
明
和

小
６
年
）

▽
佳
作
／
齋
藤
珀
（
只
見
小
４

年
）、目
黒
夏
穂
（
只
見
小
６
年
）

【
短
歌
部
門
】

◎
小
学
生
下
学
年
の
部

▽
特
選
／
菅
家
一
晟
（
只
見
小

３
年
）

▽
入
選
／
長
谷
川
來
々
（
只
見

小
３
年
）

▽
佳
作
／
増
田
琉
気
（
只
見
小

２
年
）、
三
瓶
成
翔
（
只
見
小
２

年
）、酒
井
乃
愛
（
只
見
小
３
年
）

◎
小
学
生
上
学
年
の
部

▽
特
選
／
渡
部
仁
奈
（
朝
日
小

６
年
）

▽
入
選
／
湯
田
桜
杏
（
只
見
小

５
年
）、
馬
場
由
麻
（
朝
日
小

６
年
）

▽
佳
作
／
大
竹
杏
奈
（
只
見
小

５
年
）、
新
國
菜
々
香
（
只
見
小

５
年
）、
長
谷
部
優
歌
（
只
見

小
６
年
）

◎
中
学
生
の
部

▽
特
選
／
河
原
田
茜
音
（
只
見

中
２
年
）

▽
佳
作
／
目
黒
悠
斗
（
只
見
中

２
年
）、
梁
取
な
な
こ
（
只
見
中

２
年
）

◎
高
校
生
の
部

▽
入
選
／
山
内
友
斗
（
只
見
高

１
年
）、星
菜
織
（
只
見
高
３
年
）

▽
佳
作
／
大
竹
優
真
（
只
見
高

１
年
）、
馬
場
滉
大
（
只
見
高
１

年
）、
羽
染
宗
都
（
只
見
高
２

年
）、

梁
取
ゆ
ず
（
只
見
高
２
年
）、

目
黒
京
介
（
只
見
高
３
年
）

◎
中
学
生
の
部

▽
入
選
／
鈴
木
莉
子
（
只
見
中

３
年
）

▽
佳
作
／
佐
藤
静
香
（
只
見
中

３
年
）、
三
瓶
奨
悟
（
只
見
中
３

年
）

◎
高
校
生
の
部

▽
特
選
／
小
勝
高
大
（
只
見
高

３
年
）

▽
入
選
／
梁
取
結
花
（
只
見
高

３
年
）

▽
佳
作
／
馬
場
菊
（
只
見
高
２

年
）、酒
井
美
来
（
只
見
高
３
年
）

◎
一
般
の
部

▽
特
選
／
酒
井
洋
子
（
坂
田
）

▽
入
選
／
目
黒
レ
イ
（
只
見
）

▽
佳
作
／
三
瓶
淑
子
（
大
倉
）

◎
一
般
の
部

▽
特
選
／
新
國
洋
子
（
只
見
）

▽
入
選
／
齋
藤
由
美
子
（
大
倉
）、

目
黒
富
子
（
黒
谷
）

▽
佳
作
／
菅
家
ミ
ヨ
子（
只
見
）、

渡
部
ユ
キ
子
（
福
井
）

【
俳
句
部
門
】

◎
小
学
生
下
学
年
の
部

▽
特
選
／
目
黒
美
結
（
朝
日
小

３
年
）

▽
入
選
／
三
瓶
れ
ん
（
朝
日
小

３
年
）

▽
佳
作
／
渡
部
結
羽
（
只
見
小

１
年
）、菅
家
一
晟（
只
見
小
３
年
）

◎
小
学
生
上
学
年
の
部

▽
特
選
／
佐
藤
翔
（
朝
日
小
５

年
）

▽
佳
作
／
齋
藤
珀
（
只
見
小
４

年
）、菅
家
凛
（々
只
見
小
５
年
）、

山
内
丈
大
（
明
和
小
５
年
）

す
る
作
文
」
／
福
島
県
南
会
津

地
方
振
興
局
長
賞

▽
大
川
桃
果
（
只
見
中
３
年
）＝

朝
河
貫
一
賞
／
最
優
秀
賞

▽
只
見
中
学
校
（
角
田
愛
莉
・

青
山
日
菜
花
・
伊
藤
太
久
摩
・

目
黒
羚
）＝
第
２
回
小
中
学
生

ま
ち
づ
く
り
大
賞
（
ふ
く
し
ま

ジ
ュ
ニ
ア
チ
ャ
レ
ン
ジ
）
／
最
高

賞
（
グ
ラ
ン
プ
リ
）

▽
目
黒
楓
華
（
只
見
高
３
年
）＝

第
40
回
福
島
県
川
柳
賞
／
青
少

年
奨
励
賞

▽
三
宅
実
美
（
只
見
高
２
年
）＝

第
40
回
全
国
高
校
生
読
書
体
験

記
コ
ン
ク
ー
ル
（
福
島
県
選
考

会
）
／
優
秀
賞

【
ス
ポ
ー
ツ
優
秀
選
手
賞
】

▽
只
見
中
男
子
ク
ロ
カ
ン
部
（
山

内
大
暉
・
菊
地
琉
巧
・
大
竹
優

真
・
鈴
木
詠
大
）＝
第
62
回
福

島
県
中
学
校
体
育
大
会
ス
キ
ー

大
会
／
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
リ
レ

ー
県
１
位

▽
只
見
中
女
子
ク
ロ
カ
ン
部
（
山

内
ひ
か
り
・
岩
佐
乃
杏
・
梁
取

な
な
こ
）＝
第
62
回
福
島
県
中
学

校
体
育
大
会
ス
キ
ー
大
会
／
ク

ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
リ
レ
ー
県
２
位

▽
鈴
木
来
菜
（
南
会
津
高
１
年
）

＝
第
62
回
福
島
県
中
学
校
体
育

大
会
ス
キ
ー
大
会
／
ア
ル
ペ
ン
ジ

ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム
県
１
位

／
ア
ル
ペ
ン
ス
ラ
ロ
ー
ム
県
２
位

▽
新
國
太
陽
（
若
松
商
業
高
２

年
）＝
令
和
２
年
度
福
島
県
高

等
学
校
新
人
体
育
大
会
会
津
地

区
大
会
剣
道
競
技
／
男
子
個
人

会
津
１
位

▽
只
見
高
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
（
星

佑
奈
・
三
瓶
楓
）（
只
見
高
校
）

＝
第
３
回
只
見
カ
ッ
プ
／
ビ
ー
チ

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
女
子
県
１
位

　「令和２年度 芸術文化賞・スポーツ優秀選手賞」と「第 44 回只見町民文芸コンクール」の受賞者
が決定しました。受賞者は以下のとおりです。
なお、今年度は新型コロナウイルス感染症拡大防止のために式は行わず、表彰状は送付となります。
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と
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ろ
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ろ
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と
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ろ
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と
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さ
ん
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し
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こ

※
該
当
の
な
か
っ
た
部
門
及
び
賞
に
つ
い
て
は

　
記
載
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

さ
か
い

よ
う
こ

さ
ん
べ

わ
た
な
べ

ゆ
わ

か
ん
け

い
っ
せ
い

さ
と
う
し
ょ
う

さ
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と
う
は
く
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ま
う
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じ
ょ
う
だ
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と
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し
ず
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さ
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し
ょ
う
ご

や
な
と
り

め
ぐ
ろ
き
ょ
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す
け

や
な
と
り

や
ま
う
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ゆ
う
と

ほ
し

な
お

お
お
た
け

ゆ
う
ま

は
そ
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し
ゅ
う
と

に
っ
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に

よ
う
こ

さ
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と
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ゆ
み
こ

め
ぐ
ろ

と
み
こ

か
ん
け

わ
た
な
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こ

こ

ば
ば

こ
う
だ
い

さ
い
と
う
は
く

か
ん
け

い
っ
せ
い

は
せ
が
わ

ら
ら

ま
す
だ

る
き

さ
ん
べ

な
る
と

さ
か
い

の
あ

わ
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な
べ

に
な

ゆ
だ

さ
く
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ゆ
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お
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た
け
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っ
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に
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な
か

は
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ゆ
う
か
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ん
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な
る
と

や
な
と
り

う
み

つ
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だ

あ
ん

お
お
つ
か

め
い

や
ざ
わ

は
る
き

め
ぐ
ろ

な
ほ

め
ぐ
ろ

な
ほ

や
ま
う
ち
つ
ば
き

わ
た
な
べ
し
ゅ
う

ま
す
だ
つ
か
さ

や
ざ
わ

み
ゆ
う

い
わ
さ

し
ゅ
の

い
が
ら
し

あ
お
い

か
ん
の

は
る
と

や
ま
も
と

ま
な
か

や
ま
も
と

ま
な
か

令和2年度 芸術文化・スポーツ優秀選手賞表彰
第44回只見町町民文芸コンクール表彰
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只
見
町
消
防
出
初
め
式
が
行
わ
れ
ま
し
た

只
見
町
消
防
出
初
め
式
が
行
わ
れ
ま
し
た

年
始
め
の
安
全
祈
願

　

１
月
９
日
、
朝
日
振
興
セ
ン
タ
ー
で

令
和
３
年
の
「
消
防
出
初
め
式
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

防
止
の
た
め
に
、
規
模
を
縮
小
し
て
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
式
の
前
半
で

は
今
年
１
年
間
の
無
火
災
祈
願
と
、
危

険
の
伴
う
現
場
で
活
動
す
る
消
防
団

員
、
関
係
者
等
の
安
全
祈
願
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
、
渡
部
町
長
と
目
黒
邦
友

消
防
団
長
よ
り
訓
示
が
あ
り
、
出
席
者

の
皆
さ
ん
は
決
意
を
新
た
に
、
地
域
防

災
・
防
火
に
対
す
る
意
識
を
高
め
ま
し

た
。

児
童
・
生
徒
の
想
い
を
広
報
た
だ
み
紙
上
で
発
表
し
ま
す

児
童
・
生
徒
の
想
い
を
広
報
た
だ
み
紙
上
で
発
表
し
ま
す

青
少
年
健
全
育
成
主
張
中
止

　

例
年
１
月
に
開
催
し
て
い
る
「
青
少

年
健
全
育
成
主
張
大
会
」
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め

に
、
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　

発
表
を
予
定
し
て
い
た
皆
さ
ん
の
主

張
を
３
か
月
に
分
け
て
広
報
た
だ
み
紙

上
に
て
ご
紹
介
し
ま
す
。
青
少
年
の
主

張
に
耳
を
傾
け
、
健
全
育
成
に
ご
理
解

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。　

今
月
は

３
小
学
校
児
童
の
主
張
を
次
ペ
ー
ジ
よ

り
紹
介
し
ま
す
。

「
只
見
と
っ
て
お
き
の
話
Ⅱ
」が

刊
行
・
販
売
さ
れ
ま
し
た

「
只
見
と
っ
て
お
き
の
話
Ⅱ
」が

刊
行
・
販
売
さ
れ
ま
し
た

只
見
の
自
然
・
歴
史
・
文
化
を
一
冊
に

　
「
町
史
と
っ
て
お
き
の
話
」
を
再
編
し

た
「
只
見
と
っ
て
お
き
の
話
Ⅱ
」
が
昨

年
12
月
に
刊
行
し
、
町
内
全
戸
へ
配
布

さ
れ
ま
し
た
。
本
誌
は
、「
只
見
町
で
マ

ト
ン
が
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
理
由
」

や
「
只
見
町
最
古
の
土
器
」
等
の
話
が

収
録
さ
れ
て
お
り
、
只
見
町
を
深
く
知

る
こ
と
が
出
来
る
一
冊
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
１
月
よ
り
米
屋
書
店
、
季
の

郷
湯
ら
里
、
只
見
町
観
光
ま
ち
づ
く
り

協
会
で
購
入
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
な
お
、
郵
送
販
売
に
つ
い
て
は
、

米
屋
書
店
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▲前作「とっておきの話」も販売中です。この
　機会にご覧ください。

▲地域の安全のために決意を新たにする消防団の皆さん

町
民
の
約
半
分
以
上
の
方
が
接
種

町
民
の
約
半
分
以
上
の
方
が
接
種

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

　

町
で
は
、
昨
年
10
月
か
ら
今
年
１
月

末
ま
で
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
に
係

る
費
用
の
補
助
事
業
を
実
施
し
ま
し

た
。
今
冬
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
の
同
時
流

行
・
感
染
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
同

時
感
染
の
場
合
、
重
症
化
の
危
険
が
あ

り
、
予
防
接
種
を
多
く
の
方
に
受
け
て

い
た
だ
く
よ
う
実
施
し
た
も
の
で
す
。

　

１
月
15
日
現
在
、
接
種
率
は
54
％
で

半
分
以
上
の
方
が
接
種
済
み
で
す
。

　

引
き
続
き
、感
染
予
防
対
策
と
し
て
、

手
洗
い
・
う
が
い
や
マ
ス
ク
着
用
に
心

が
け
て
く
だ
さ
い
。

▲広報ただみ２０２０年９月号Ｐ３で手洗いの仕方を紹介しています。
　ぜひご覧ください。
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長谷部 優歌

三瓶 つかさ

山内  椿

増田  司

小沼 和葉

大竹 未桜

山内 友斗

小菅 岳人

沼田 彩希

さん  只見小学校6年 

さん  朝日小学校6年

さん  明和小学校6年

さん  只見中学校1年 

さん  只見中学校2年

さん  只見中学校3年 

さん  只見高等学校1年 

さん  只見高等学校2年 

さん  只見高等学校2年 

    

成長し合う私たち 

守り、受け継ぐ

　将来の夢 

できることから始めよう 

受け継ぐことと繋いでいくこと 

かりる責任・かえす責任 

闘い続ける球児たち 

わたしの目標～生徒のために～ 

はらぺこ保育 

    

 は   せ   べ    ゆ  う  か

さ ん べ  

   や ま う ち   つ ば き   

   ま す だ   つ か さ  

   お ぬ ま    か ず は　

  お お た け  み お う

  や ま う ち  ゆ う と

   こ す げ    た け と

   ぬ ま た      さ  き    

発表予定者

（
☎
82-

２
７
８
８
／
F
A
X
82-

３
４
３

５
）
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只見小学校６年生

長谷部優歌
はせべゆうか

成長し合う私たち

　「あ
り
が
と
う
。
ご
め
ん
ね
。」

　私
た
ち
の
ク
ラ
ス
で
は
、
い
つ
も
こ
の

言
葉
が
聞
こ
え
て
い
ま
す
。
心
が
ぽ
か
ぽ

か
す
る
温
か
い
言
葉
が
飛
び
交
う
こ
の
ク

ラ
ス
が
私
は
大
好
き
で
す
。
そ
ん
な
私
の

ク
ラ
ス
の
学
級
目
標
は
「
親
責
考
区
」
で

す
。
親
は
、
親
し
み
や
す
く
親
切
に
、
責

は
何
事
に
も
責
任
感
を
も
っ
て
行
動
す

る
、
考
は
何
事
に
も
考
え
て
行
動
に
移
す
、

区
は
生
活
に
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
る
と
い
う

意
味
で
す
。
私
た
ち
は
一
人
一
人
が
こ
の
学

級
目
標
を
意
識
し
て
、
毎
日
を
楽
し
く
生

活
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
し
た
。

　し
か
し
、
こ
の
ク
ラ
ス
に
も
ト
ラ
ブ
ル

が
発
生
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。そ
れ
は
、「
人

や
場
所
に
よ
っ
て
態
度
が
変
わ
る
」
こ
と

が
目
立
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
初

め
は
そ
れ
を
見
て
見
ぬ
ふ
り
を
し
て
過
ご

し
て
い
ま
し
た
が
、
日
に
日
に
違
和
感
が

大
き
く
な
っ
て
き
て
し
ま
い
ま
し
た
。
今

ま
で
、
お
互
い
に
「
こ
れ
を
言
っ
た
ら
嫌

わ
れ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
。」
と
か
、
不
安
な

気
持
ち
や
、
遠
慮
す
る
気
持
ち
が
先
に
来

て
し
ま
っ
て
、
注
意
す
る
こ
と
を
、
み
ん

な
で
避
け
て
き
て
し
ま
っ
て
い
た
の
で
す
。

そ
の
結
果
、
ク
ラ
ス
に
小
さ
な
溝
が
で
き

て
し
ま
っ
て
い
た
の
で
す
。
そ
ん
な
あ
る
日

先
生
に
、

「
ク
ラ
ス
の
雰
囲
気
に
違
和
感
を
感
じ
ま

す
。」

と
言
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
一
言
を

き
っ
か
け
に
、
ク
ラ
ス
で
緊
急
の
話
合
い

の
時
間
を
作
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
し
ま
し

た
。
す
る
と
、
今
ま
で
口
に
す
る
こ
と
の

な
か
っ
た
思
い
を
、
み
ん
な
が
出
し
合
い
、

み
ん
な
が
聴
き
合
い
、
と
て
も
中
身
の
濃

い
時
間
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
私

の
ク
ラ
ス
は
、
何
で
も
言
い
合
え
る
関
係

性
を
築
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
現
在
、

相
手
の
立
場
に
立
っ
て
考
え
る
「
相
手
軸
」

友
達
の
考
え
を
受
け
入
れ
て
参
考
に
す
る

「
受
容
」
常
に
成
長
し
て
い
こ
う
と
す
る

「
向
上
心
」
な
ど
の
合
言
葉
を
意
識
し
て

生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
小
さ

な
ト
ラ
ブ
ル
は
あ
る
も
の
の
、
そ
の
度
に

声
を
か
け
合
い
、
そ
れ
を
素
直
に
聞
き
入

れ
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。
今
で
は
、

以
前
よ
り
も
笑
顔
が
増
え
、
温
か
い
雰
囲

気
に
包
ま
れ
て
い
ま
す
。

　私
は
こ
の
ク
ラ
ス
か
ら
大
き
な
影
響
を

受
け
て
い
ま
す
。
実
は
、
以
前
ま
で
私
は

あ
ま
り
運
動
が
好
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
し
か
し
、
こ
の
ク
ラ
ス
の
友
達
は
、

い
つ
も
楽
し
そ
う
に
運
動
を
し
て
い
ま
し

た
。
み
ん
な
で
声
を
か
け
合
っ
て
、
励
ま

し
合
い
な
が
ら
頑
張
っ
て
い
る
姿
を
見
て

い
た
ら
、
自
然
と
私
も
運
動
に
対
し
て
、

一
生
懸
命
取
り
組
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。
こ
の
影
響
は
、
勉
強
面
で
も
同

じ
で
し
た
。
私
が
問
題
を
解
け
ず
に
悩
ん

で
い
る
と
、
す
ぐ
に
友
だ
ち
が
助
け
に
来

て
く
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
私
が
理
解
す
る

ま
で
、
丁
寧
に
優
し
く
教
え
て
く
れ
る
の

で
す
。
お
か
げ
で
今
で
は
、
た
と
え
難
し

い
問
題
に
直
面
し
て
も
、
粘
り
強
く
前
向

き
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　こ
の
よ
う
に
私
が
変
わ
れ
た
の
は
、
ま

ぎ
れ
も
な
く
こ
の
ク
ラ
ス
の
お
か
げ
で
す
。

私
の
ク
ラ
ス
は
、
何
事
に
も
全
員
で
、
粘

り
強
く
協
力
し
合
い
な
が
ら
、
頑
張
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ク
ラ
ス
全
体
に
向
上
心

や
相
手
軸
の
輪
が
広
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、私
が
こ
の
ク
ラ
ス
で
一
番
好
き
で
、

自
慢
で
き
る
と
こ
ろ
が
他
に
も
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
「
笑
顔
」「
明
る
さ
」「
優
し

さ
」
で
す
。
毎
日
、
み
ん
な
笑
顔
で
、「
お

は
よ
う
。」
と
あ
い
さ
つ
を
交
わ
し
て
、
一

日
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
当
た
り
前
の
こ

と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
の
笑
顔
の
明

る
い
あ
い
さ
つ
は
、
不
思
議
な
力
を
も
っ

て
い
ま
す
。
今
日
も
一
日
頑
張
ろ
う
と
思

う
元
気
を
も
ら
え
る
の
で
す
。
他
に
も
、

「
あ
り
が
と
う
。」
の
言
葉
も
た
く
さ
ん
あ

ふ
れ
て
い
ま
す
。
何
気
な
い
こ
と
で
も
、

自
然
に
こ
の
言
葉
が
か
け
合
え
る
こ
の
ク

ラ
ス
は
や
っ
ぱ
り
す
て
き
だ
し
、
自
慢
の

ク
ラ
ス
で
す
。

　こ
の
よ
う
な
当
た
り
前
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
、
笑
顔
で
み
ん
な
が
や
り

続
け
て
い
け
ば
、
い
ず
れ
、
ク
ラ
ス
だ
け

で
な
く
、
学
校
が
、
地
域
が
、
ど
ん
ど
ん

明
る
く
な
り
、
笑
顔
の
輪
が
広
が
っ
て
い

く
と
思
い
ま
す
。

　最
後
に
、
私
を
こ
こ
ま
で
成
長
さ
せ
て

く
れ
た
、
こ
の
最
高
の
仲
間
と
出
会
え
た

奇
跡
に
感
謝
し
て
、
残
り
の
小
学
校
生
活

を
過
ご
し
て
い
き
た
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
も

私
た
ち
十
人
は
、
み
ん
な
で
手
を
取
り
合

い
、
高
め
合
い
な
が
ら
成
長
し
続
け
て
い

き
ま
す
。

NEWS＆FLASH青少年健全育成主張青少年健全育成主張

し
ん
せ
き
こ
う
く
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明和小学校６年生

山内椿
やまうちつばき

将来の夢

朝日小学校６年生

三瓶つかさ
さんべ

守り、受け継ぐ

　私
に
は
、
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
の
夢
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
は
、
看
護
師
に
な
る
こ
と

で
す
。
な
ぜ
、
看
護
師
に
な
り
た
い
の
か
、

そ
れ
は
病
気
や
け
が
を
し
て
苦
し
ん
で
い

た
り
困
っ
て
い
た
り
す
る
人
を
助
け
た
い

か
ら
で
す
。

　そ
う
思
う
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か
け
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
自
分
が
風
邪
を
ひ

い
て
病
院
に
行
く
と
、
い
つ
も
や
さ
し
く

し
て
く
れ
る
看
護
師
さ
ん
が
い
た
か
ら
で

す
。
ま
た
、私
の
亡
く
な
っ
た
祖
母
も
き
っ

か
け
の
一
つ
で
す
。
祖
母
は
鼻
か
ら
酸
素
を

吸
っ
て
生
活
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な

祖
母
の
姿
を
見
て
い
て
、
私
が
看
護
師
に

な
っ
た
ら
、
祖
母
の
よ
う
な
病
気
の
人
た

ち
の
力
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　私
は
今
年
、
登
校
班
の
班
長
に
な
り
ま

し
た
。
私
の
班
は
、
毎
日
バ
ス
で
登
下
校

し
て
い
ま
す
。
下
校
の
と
き
、
一
年
生
の

家
の
人
が
バ
ス
降
り
場
に
い
な
い
と
き
が

あ
り
ま
し
た
。
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
迷
っ

た
の
で
す
が
、
私
は
、
そ
の
子
の
家
ま
で

送
っ
て
あ
げ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
の

と
き
、
最
高
学
年
と
し
て
、
下
学
年
の
子

の
助
け
に
な
れ
た
と
感
じ
、
自
分
の
理
想

の
姿
に
近
づ
い
て
い
る
な
と
感
じ
ま
し
た
。

　一
方
、
私
は
人
前
に
出
る
の
が
苦
手
だ

な
と
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
で
も
、

こ
の
主
張
大
会
に
立
候
補
し
た
り
、
運
動

会
で
白
組
の
代
表
に
な
っ
た
り
と
自
分
か

ら
前
向
き
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
初
対
面
の
人
と
話
す

こ
と
な
ど
ま
だ
ま
だ
苦
手
な
こ
と
は
あ
り

ま
す
が
、
看
護
師
に
な
り
た
い
と
い
う
夢

に
向
か
っ
て
少
し
ず
つ
成
長
し
て
い
る
と

思
い
ま
す
。

　私
は
、
将
来
只
見
町
に
も
ど
っ
て
き
て
、

看
護
師
と
し
て
働
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
で
も
、
正
直
に
言
う
と
、
今
の
只
見

町
の
ま
ま
な
ら
、
戻
っ
て
き
た
い
と
は
思

い
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
病
院
の
設
備

が
整
っ
て
い
な
い
と
思
う
か
ら
で
す
。
只
見

町
で
は
、
手
術
を
す
る
こ
と
も
で
き
な
い

の
で
す
。
手
術
が
必
要
な
人
は
、
み
ん
な

会
津
若
松
な
ど
の
都
市
部
へ
行
く
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。
も
し
只
見
町
の
病
院
に
手
術

室
が
あ
り
、
手
術
が
で
き
る
医
者
が
い
れ

ば
、
高
れ
い
者
の
方
や
体
の
弱
い
方
が
長

き
ょ
り
の
移
動
を
す
る
こ
と
も
な
く
な
り

ま
す
。
そ
し
て
、
住
み
慣
れ
た
場
所
で
治

り
ょ
う
を
す
る
こ
と
で
、
病
気
も
良
く
な

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
町
に
病
院

が
あ
り
、
し
っ
か
り
と
し
た
医
り
ょ
う
を

提
供
で
き
る
と
い
う
こ
と
は
、
町
民
に
安

心
を
与
え
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま

す
。　高

れ
い
者
だ
け
で
は
な
く
、
町
民
み
ん

な
が
安
心
し
て
只
見
町
で
生
活
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
病
院
を
整
備
す
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
、
他
の
地
域
の
人
も
只
見
町

に
住
み
た
い
と
思
い
、
人
口
も
増
え
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
た
か
ら
で
す
。
将
来
、

私
が
看
護
師
に
な
っ
た
こ
ろ
、
只
見
町
の

病
院
が
今
よ
り
も
環
境
が
整
っ
て
い
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

　最
後
に
、私
が
思
う
理
想
の
看
護
師
は
、

し
っ
か
り
と
仕
事
が
で
き
て
、
か
ん
者
さ

ん
に
対
し
て
い
つ
で
も
笑
顔
で
接
す
る
こ

と
が
で
き
る
看
護
師
で
す
。
そ
ん
な
理
想

の
看
護
師
に
な
れ
る
よ
う
に
、
勉
強
を
が

ん
ば
っ
た
り
、
困
っ
て
い
る
人
に
自
分
か

ら
声
を
か
け
ら
れ
る
よ
う
な
や
さ
し
さ
を

も
て
る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。
私
は
将

来
、
医
り
ょ
う
の
環
境
が
整
っ
た
只
見
町

で
理
想
と
す
る
仕
事
が
し
っ
か
り
と
で
き

て
、
か
ん
者
さ
ん
に
い
つ
で
も
笑
顔
で
接

す
る
看
護
師
と
し
て
働
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
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　私
は
総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
授
業
で
、

未
来
の
只
見
町
に
つ
い
て
考
え
る
学
習
を
し

ま
し
た
。
只
見
町
の
こ
と
に
つ
い
て
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
調
べ
た
り
、
役
場
の
方
々
に
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
を
し
た
り
、
い
わ
き
市
の
小
学
生

に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
っ
た
り
し
ま
し
た
。
学

習
を
進
め
て
い
る
時
、
私
は
い
つ
も

「
な
ぜ
只
見
町
は
栄
え
な
い
の
だ
ろ
う
。」

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
自
然
は
す
ご
く
美
し

い
と
思
い
ま
す
し
、
犯
罪
や
目
立
っ
た
事
故

な
ど
も
あ
り
ま
せ
ん
。
近
所
の
人
は
み
ん
な

優
し
い
し
、
食
料
品
も
買
え
ま
す
。
し
か
し

み
ん
な
大
人
に
な
る
と
、
只
見
か
ら
出
て
い
っ

て
し
ま
う
そ
う
で
す
。
そ
の
大
き
な
理
由
と

し
て
、「
お
店
が
少
な
い
」
と
大
人
の
方
々
が

考
え
て
い
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
実
際
、

私
た
ち
が
総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
授
業

で
、
只
見
町
の
抱
え
て
い
る
課
題
を
予
想
す

る
と
き
も
、
ク
ラ
ス
の
ほ
と
ん
ど
の
人
か
ら

同
じ
意
見
が
出
ま
し
た
。
し
か
し
役
場
の
方

に
お
店
に
つ
い
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
際
、
お

店
の
数
は
け
っ
こ
う
多
い
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。
だ
か
ら
私
は
「
お
店
が
少
な
い
」
と

い
う
よ
り
は
、「
お
店
に
売
っ
て
い
る
物
の
種

類
が
少
な
い
」
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

大
き
な
デ
パ
ー
ト
に
は
、
例
え
ば
ト
イ
レ
ッ
ト

ペ
ー
パ
ー
だ
け
で
十
数
種
類
も
売
っ
て
い
ま
す

が
、
只
見
町
の
ス
ー
パ
ー
で
は
た
く
さ
ん
の
種

類
は
扱
っ
て
い
ま
せ
ん
。
大
き
な
デ
パ
ー
ト
で

あ
れ
ば
買
い
物
は
一
ヶ
所
で
済
み
ま
す
が
、
只

見
町
で
は
お
店
を
何
カ
所
か
回
ら
な
い
と
用

事
が
済
ま
な
い
こ
と
が
多
い
で
す
。
こ
の
よ

う
な
理
由
で
大
人
の
方
々
は
不
便
を
感
じ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
私
は
考
え
ま
す
。
し
か

し
役
場
の
方
は

「
小
さ
な
お
店
で
も
、
只
見
の
人
が
た
く
さ

ん
買
い
物
を
し
、た
く
さ
ん
お
金
が
入
れ
ば
、

い
ず
れ
は
大
き
な
お
店
に
な
る
。」

と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
を

住
民
の
方
々
に
広
め
れ
ば
、
町
が
お
金
を
か

け
な
く
て
も
大
き
な
お
店
に
な
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。「
ち
り
も
積
も
れ
ば
山

と
な
る
」
と
い
う
言
葉
も
あ
る
よ
う
に
、

私
た
ち
只
見
の
人
た
ち
の
力
で
只
見
町
を
に

ぎ
わ
い
の
あ
る
町
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　ま
た
私
た
ち
は
授
業
で
、
只
見
町
の
課

題
だ
け
で
な
く
、
只
見
町
の
良
さ
に
つ
い
て

も
考
え
ま
し
た
。
す
る
と
ク
ラ
ス
の
多
く
の

人
か
ら
「
自
然
が
豊
か
」
と
い
う
意
見
が
出

ま
し
た
。
私
も
そ
う
考
え
て
い
ま
し
た
。
そ

し
て
み
ん
な
で
話
し
合
い
を
す
る
中
で
、
私

は
「
只
見
町
の
良
さ
を
守
っ
て
い
き
た
い
」

と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　そ
こ
で
私
は
、
次
の
二
つ
を
守
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
ま
す
。
一
つ
目
は
「
只
見
の
自
然
」

で
す
。
只
見
町
は
二
○
一
四
年
に
ユ
ネ
ス
コ
エ

コ
パ
ー
ク
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
ユ
ネ
ス
コ
エ

コ
パ
ー
ク
と
は
、
豊
か
な
生
態
系
を
有
し
、

地
域
の
自
然
資
源
を
活
用
し
た
持
続
可
能

な
経
済
活
動
を
進
め
る
モ
デ
ル
地
域
の
こ
と

で
す
。
自
然
保
護
と
地
域
の
人
々
の
生
活
と

が
両
立
し
た
持
続
的
な
発
展
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
こ
の
「
自
然
保
護
」
と
い
う
言
葉
に

も
あ
る
よ
う
に
、
只
見
町
は
昔
か
ら
美
し
い

自
然
が
保
た
れ
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
も
保
た

れ
る
べ
き
地
域
と
し
て
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク

に
登
録
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。
只
見
の
自
然

は
他
で
は
決
し
て
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
も

の
だ
と
思
い
ま
す
。
只
見
町
の
未
来
を
担
う

の
は
私
た
ち
で
す
。
そ
し
て
自
然
を
守
っ
て
い

く
の
も
私
た
ち
で
す
。
私
は
こ
れ
か
ら
も
、

私
た
ち
を
育
て
て
く
れ
た
こ
の
美
し
い
自
然

を
守
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

　二
つ
目
は
「
只
見
の
伝
統
」
で
す
。
私
の

祖
父
は
川
で
魚
を
釣
っ
た
り
、
き
の
こ
や
山

菜
を
採
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
を
家

に
持
ち
帰
り
、
祖
母
が
干
し
た
り
、
つ
ぶ
し

た
り
、
焼
い
た
り
し
て
、
私
や
妹
、
弟
と
食

べ
ま
す
。
し
か
し
今
、
こ
う
し
て
釣
っ
た
魚

や
山
か
ら
採
っ
て
き
た
き
の
こ
や
山
菜
を
食

べ
る
人
が
減
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
私
は
近

所
の
家
で
、
ゼ
ン
マ
イ
が
干
し
て
あ
る
と
こ

ろ
を
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
若

い
人
が
住
ん
で
い
る
家
で
は
見
た
こ
と
が
あ

り
ま
せ
ん
。
私
は
そ
の
よ
う
な
伝
統
を
受

け
継
ぐ
こ
と
も
只
見
町
の
未
来
に
つ
な
が
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。
だ
か
ら
私
も

只
見
町
の
自
然
を
生
か
し
た
伝
統
を
引
き

継
ぎ
、
町
外
の
人
た
ち
に
も
伝
え
て
い
き
た

い
で
す
。

　そ
れ
で
も
自
然
を
壊
し
、
新
し
い
も
の
を

つ
く
り
た
い
と
言
う
人
た
ち
が
い
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
自
然
を
壊
し
て
し
ま
う

と
、
大
好
き
な
只
見
町
が
変
わ
っ
て
し
ま
う

気
が
す
る
し
、
先
代
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き

た
自
然
は
大
切
に
守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
自
然
が
な
い
と
釣
り

や
山
菜
採
り
な
ど
の
伝
統
を
引
き
継
ぐ
こ

と
も
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
日
本
の
都
会
に

は
ビ
ル
や
住
宅
が
並
び
、
生
活
は
豊
か
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
美
し
い
自
然
を
見
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
自
然
に
囲
ま
れ
た
只
見
町

の
方
が
、
美
し
い
わ
が
国
「
日
本
」
と
い
う

感
じ
が
し
ま
す
。
私
は
自
然
を
守
り
、
伝

統
を
受
け
継
ぎ
、
只
見
町
を
み
ん
な
か
ら

愛
さ
れ
る
町
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。
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　私
に
は
、
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
の
夢
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
は
、
看
護
師
に
な
る
こ
と

で
す
。
な
ぜ
、
看
護
師
に
な
り
た
い
の
か
、

そ
れ
は
病
気
や
け
が
を
し
て
苦
し
ん
で
い

た
り
困
っ
て
い
た
り
す
る
人
を
助
け
た
い

か
ら
で
す
。

　そ
う
思
う
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か
け
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
自
分
が
風
邪
を
ひ

い
て
病
院
に
行
く
と
、
い
つ
も
や
さ
し
く

し
て
く
れ
る
看
護
師
さ
ん
が
い
た
か
ら
で

す
。
ま
た
、私
の
亡
く
な
っ
た
祖
母
も
き
っ

か
け
の
一
つ
で
す
。
祖
母
は
鼻
か
ら
酸
素
を

吸
っ
て
生
活
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な

祖
母
の
姿
を
見
て
い
て
、
私
が
看
護
師
に

な
っ
た
ら
、
祖
母
の
よ
う
な
病
気
の
人
た

ち
の
力
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　私
は
今
年
、
登
校
班
の
班
長
に
な
り
ま

し
た
。
私
の
班
は
、
毎
日
バ
ス
で
登
下
校

し
て
い
ま
す
。
下
校
の
と
き
、
一
年
生
の

家
の
人
が
バ
ス
降
り
場
に
い
な
い
と
き
が

あ
り
ま
し
た
。
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
迷
っ

た
の
で
す
が
、
私
は
、
そ
の
子
の
家
ま
で

送
っ
て
あ
げ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
の

と
き
、
最
高
学
年
と
し
て
、
下
学
年
の
子

の
助
け
に
な
れ
た
と
感
じ
、
自
分
の
理
想

の
姿
に
近
づ
い
て
い
る
な
と
感
じ
ま
し
た
。

　一
方
、
私
は
人
前
に
出
る
の
が
苦
手
だ

な
と
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
で
も
、

こ
の
主
張
大
会
に
立
候
補
し
た
り
、
運
動

会
で
白
組
の
代
表
に
な
っ
た
り
と
自
分
か

ら
前
向
き
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
初
対
面
の
人
と
話
す

こ
と
な
ど
ま
だ
ま
だ
苦
手
な
こ
と
は
あ
り

ま
す
が
、
看
護
師
に
な
り
た
い
と
い
う
夢

に
向
か
っ
て
少
し
ず
つ
成
長
し
て
い
る
と

思
い
ま
す
。

　私
は
、
将
来
只
見
町
に
も
ど
っ
て
き
て
、

看
護
師
と
し
て
働
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
で
も
、
正
直
に
言
う
と
、
今
の
只
見

町
の
ま
ま
な
ら
、
戻
っ
て
き
た
い
と
は
思

い
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
病
院
の
設
備

が
整
っ
て
い
な
い
と
思
う
か
ら
で
す
。
只
見

町
で
は
、
手
術
を
す
る
こ
と
も
で
き
な
い

の
で
す
。
手
術
が
必
要
な
人
は
、
み
ん
な

会
津
若
松
な
ど
の
都
市
部
へ
行
く
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。
も
し
只
見
町
の
病
院
に
手
術

室
が
あ
り
、
手
術
が
で
き
る
医
者
が
い
れ

ば
、
高
れ
い
者
の
方
や
体
の
弱
い
方
が
長

き
ょ
り
の
移
動
を
す
る
こ
と
も
な
く
な
り

ま
す
。
そ
し
て
、
住
み
慣
れ
た
場
所
で
治

り
ょ
う
を
す
る
こ
と
で
、
病
気
も
良
く
な

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
町
に
病
院

が
あ
り
、
し
っ
か
り
と
し
た
医
り
ょ
う
を

提
供
で
き
る
と
い
う
こ
と
は
、
町
民
に
安

心
を
与
え
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま

す
。　高

れ
い
者
だ
け
で
は
な
く
、
町
民
み
ん

な
が
安
心
し
て
只
見
町
で
生
活
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
病
院
を
整
備
す
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
、
他
の
地
域
の
人
も
只
見
町

に
住
み
た
い
と
思
い
、
人
口
も
増
え
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
た
か
ら
で
す
。
将
来
、

私
が
看
護
師
に
な
っ
た
こ
ろ
、
只
見
町
の

病
院
が
今
よ
り
も
環
境
が
整
っ
て
い
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

　最
後
に
、私
が
思
う
理
想
の
看
護
師
は
、

し
っ
か
り
と
仕
事
が
で
き
て
、
か
ん
者
さ

ん
に
対
し
て
い
つ
で
も
笑
顔
で
接
す
る
こ

と
が
で
き
る
看
護
師
で
す
。
そ
ん
な
理
想

の
看
護
師
に
な
れ
る
よ
う
に
、
勉
強
を
が

ん
ば
っ
た
り
、
困
っ
て
い
る
人
に
自
分
か

ら
声
を
か
け
ら
れ
る
よ
う
な
や
さ
し
さ
を

も
て
る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。
私
は
将

来
、
医
り
ょ
う
の
環
境
が
整
っ
た
只
見
町

で
理
想
と
す
る
仕
事
が
し
っ
か
り
と
で
き

て
、
か
ん
者
さ
ん
に
い
つ
で
も
笑
顔
で
接

す
る
看
護
師
と
し
て
働
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
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　私
は
総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
授
業
で
、

未
来
の
只
見
町
に
つ
い
て
考
え
る
学
習
を
し

ま
し
た
。
只
見
町
の
こ
と
に
つ
い
て
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
調
べ
た
り
、
役
場
の
方
々
に
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
を
し
た
り
、
い
わ
き
市
の
小
学
生

に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
っ
た
り
し
ま
し
た
。
学

習
を
進
め
て
い
る
時
、
私
は
い
つ
も

「
な
ぜ
只
見
町
は
栄
え
な
い
の
だ
ろ
う
。」

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
自
然
は
す
ご
く
美
し

い
と
思
い
ま
す
し
、
犯
罪
や
目
立
っ
た
事
故

な
ど
も
あ
り
ま
せ
ん
。
近
所
の
人
は
み
ん
な

優
し
い
し
、
食
料
品
も
買
え
ま
す
。
し
か
し

み
ん
な
大
人
に
な
る
と
、
只
見
か
ら
出
て
い
っ

て
し
ま
う
そ
う
で
す
。
そ
の
大
き
な
理
由
と

し
て
、「
お
店
が
少
な
い
」
と
大
人
の
方
々
が

考
え
て
い
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
実
際
、

私
た
ち
が
総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
授
業

で
、
只
見
町
の
抱
え
て
い
る
課
題
を
予
想
す

る
と
き
も
、
ク
ラ
ス
の
ほ
と
ん
ど
の
人
か
ら

同
じ
意
見
が
出
ま
し
た
。
し
か
し
役
場
の
方

に
お
店
に
つ
い
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
際
、
お

店
の
数
は
け
っ
こ
う
多
い
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。
だ
か
ら
私
は
「
お
店
が
少
な
い
」
と

い
う
よ
り
は
、「
お
店
に
売
っ
て
い
る
物
の
種

類
が
少
な
い
」
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

大
き
な
デ
パ
ー
ト
に
は
、
例
え
ば
ト
イ
レ
ッ
ト

ペ
ー
パ
ー
だ
け
で
十
数
種
類
も
売
っ
て
い
ま
す

が
、
只
見
町
の
ス
ー
パ
ー
で
は
た
く
さ
ん
の
種

類
は
扱
っ
て
い
ま
せ
ん
。
大
き
な
デ
パ
ー
ト
で

あ
れ
ば
買
い
物
は
一
ヶ
所
で
済
み
ま
す
が
、
只

見
町
で
は
お
店
を
何
カ
所
か
回
ら
な
い
と
用

事
が
済
ま
な
い
こ
と
が
多
い
で
す
。
こ
の
よ

う
な
理
由
で
大
人
の
方
々
は
不
便
を
感
じ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
私
は
考
え
ま
す
。
し
か

し
役
場
の
方
は

「
小
さ
な
お
店
で
も
、
只
見
の
人
が
た
く
さ

ん
買
い
物
を
し
、た
く
さ
ん
お
金
が
入
れ
ば
、

い
ず
れ
は
大
き
な
お
店
に
な
る
。」

と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
を

住
民
の
方
々
に
広
め
れ
ば
、
町
が
お
金
を
か

け
な
く
て
も
大
き
な
お
店
に
な
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。「
ち
り
も
積
も
れ
ば
山

と
な
る
」
と
い
う
言
葉
も
あ
る
よ
う
に
、

私
た
ち
只
見
の
人
た
ち
の
力
で
只
見
町
を
に

ぎ
わ
い
の
あ
る
町
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　ま
た
私
た
ち
は
授
業
で
、
只
見
町
の
課

題
だ
け
で
な
く
、
只
見
町
の
良
さ
に
つ
い
て

も
考
え
ま
し
た
。
す
る
と
ク
ラ
ス
の
多
く
の

人
か
ら
「
自
然
が
豊
か
」
と
い
う
意
見
が
出

ま
し
た
。
私
も
そ
う
考
え
て
い
ま
し
た
。
そ

し
て
み
ん
な
で
話
し
合
い
を
す
る
中
で
、
私

は
「
只
見
町
の
良
さ
を
守
っ
て
い
き
た
い
」

と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　そ
こ
で
私
は
、
次
の
二
つ
を
守
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
ま
す
。
一
つ
目
は
「
只
見
の
自
然
」

で
す
。
只
見
町
は
二
○
一
四
年
に
ユ
ネ
ス
コ
エ

コ
パ
ー
ク
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
ユ
ネ
ス
コ
エ

コ
パ
ー
ク
と
は
、
豊
か
な
生
態
系
を
有
し
、

地
域
の
自
然
資
源
を
活
用
し
た
持
続
可
能

な
経
済
活
動
を
進
め
る
モ
デ
ル
地
域
の
こ
と

で
す
。
自
然
保
護
と
地
域
の
人
々
の
生
活
と

が
両
立
し
た
持
続
的
な
発
展
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
こ
の
「
自
然
保
護
」
と
い
う
言
葉
に

も
あ
る
よ
う
に
、
只
見
町
は
昔
か
ら
美
し
い

自
然
が
保
た
れ
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
も
保
た

れ
る
べ
き
地
域
と
し
て
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク

に
登
録
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。
只
見
の
自
然

は
他
で
は
決
し
て
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
も

の
だ
と
思
い
ま
す
。
只
見
町
の
未
来
を
担
う

の
は
私
た
ち
で
す
。
そ
し
て
自
然
を
守
っ
て
い

く
の
も
私
た
ち
で
す
。
私
は
こ
れ
か
ら
も
、

私
た
ち
を
育
て
て
く
れ
た
こ
の
美
し
い
自
然

を
守
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

　二
つ
目
は
「
只
見
の
伝
統
」
で
す
。
私
の

祖
父
は
川
で
魚
を
釣
っ
た
り
、
き
の
こ
や
山

菜
を
採
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
を
家

に
持
ち
帰
り
、
祖
母
が
干
し
た
り
、
つ
ぶ
し

た
り
、
焼
い
た
り
し
て
、
私
や
妹
、
弟
と
食

べ
ま
す
。
し
か
し
今
、
こ
う
し
て
釣
っ
た
魚

や
山
か
ら
採
っ
て
き
た
き
の
こ
や
山
菜
を
食

べ
る
人
が
減
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
私
は
近

所
の
家
で
、
ゼ
ン
マ
イ
が
干
し
て
あ
る
と
こ

ろ
を
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
若

い
人
が
住
ん
で
い
る
家
で
は
見
た
こ
と
が
あ

り
ま
せ
ん
。
私
は
そ
の
よ
う
な
伝
統
を
受

け
継
ぐ
こ
と
も
只
見
町
の
未
来
に
つ
な
が
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。
だ
か
ら
私
も

只
見
町
の
自
然
を
生
か
し
た
伝
統
を
引
き

継
ぎ
、
町
外
の
人
た
ち
に
も
伝
え
て
い
き
た

い
で
す
。

　そ
れ
で
も
自
然
を
壊
し
、
新
し
い
も
の
を

つ
く
り
た
い
と
言
う
人
た
ち
が
い
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
自
然
を
壊
し
て
し
ま
う

と
、
大
好
き
な
只
見
町
が
変
わ
っ
て
し
ま
う

気
が
す
る
し
、
先
代
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き

た
自
然
は
大
切
に
守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
自
然
が
な
い
と
釣
り

や
山
菜
採
り
な
ど
の
伝
統
を
引
き
継
ぐ
こ

と
も
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
日
本
の
都
会
に

は
ビ
ル
や
住
宅
が
並
び
、
生
活
は
豊
か
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
美
し
い
自
然
を
見
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
自
然
に
囲
ま
れ
た
只
見
町

の
方
が
、
美
し
い
わ
が
国
「
日
本
」
と
い
う

感
じ
が
し
ま
す
。
私
は
自
然
を
守
り
、
伝

統
を
受
け
継
ぎ
、
只
見
町
を
み
ん
な
か
ら

愛
さ
れ
る
町
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。
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　1月18日、朝日振興センターの放課後子ども教室で、Ａ
５サイズの「只見の自慢かるた」を使用した「かるた大会」
が行われました。コロナウイルス感染対策として、事前に
手指消毒を行い、マスクをしっかり着用し、札読み中には
距離を保ちながらの実施となりました。
　子ども達は、通常よりも大きいサイズのかるたに戸惑い
ながらも、読み札が読まれると一生懸命に絵札を探し、「沢
山とれて、楽しかった」と元気にかるた取りを楽しんでいま
した。

▲明和小学校では、実際の赤ちゃんに近い人形を抱っこして、重さや
　大きさを体感しました

▲大きい札を使用し、距離を取りながら仲良く楽しいかるた大会と
　なりました。

▲朝日小学校は、リモートでの参加となりましたが、手を挙げて意見を
　発表する姿も見られました。

　1月18日、町内３小学校５年生を対象に命の大切さを
学ぶ「めばえ教室」が開かれました。講師には助産師の
樋口みのりさんが招かれました。
　授業では、生まれる前の赤ちゃんの成長を人形で体
感したり、心音を聞いたりしました。樋口さんが「1つの命
が生まれてくる確立は、宝くじの１等が１００万回あたる
確立と同じなんです。」と話すと、児童達から驚きの声が
上がりました。
　自分が生まれてきたことの大切さ、命の素晴らしさを
学ぶ教室となりました。

「めばえ教室」が開かれました
　命の大切さを学ぶ

放課後子ども教室「かるた
大会」開催

　元気に遊ぶ子ども達

▲只見小学校は、１８日の授業を録画したものを見ながら、命の大切さ
　を考えました。
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皆さんからの身近な情報をお待ちしています。ご意見ご要望もお気軽にお寄せください。 
地域創生課 　　82ー5220　Fax 82ー2117  町の話題

PCR検査と抗原検査と抗体検査の違いについて
ご存知ですか？

　全国的に新型コロナウイルスの検査実施数が増えており、「PCR検査」、「抗原検査」、「抗体検査」の３種類を良く
耳にするようになりました。
　ここでは、その３種類の検査について、改めて整理したいと思います

　主に検査時点で体内にウイルスが存在するかを調べるときに用います。鼻や咽頭を拭うか唾液採取により細胞
を採取し、検査を行います。発症する数日前より検出可能と言われています。検査したいウイルスだけにある遺伝子
配列を増幅させ検出させる検査のため、誤って「陽性」と出る可能性が低いです。
　ですが、感度（※）は約７０％程度と言われており、感染していたとしても、検体採取をした場所にウイルスが存在
しなかったなどの理由から陰性と診断されるケースもあります。
　そのため、１度目の検査では陰性（検出せず）だとしても、喉の痛み・咳などが続くために再検査したら陽性だった、
というようなケースもあります。 

　PCR検査が陰性だとしても、今後感染しないことの保証にはなりません。
※感度とは…本当に感染している人の中で、どのくらい感染の把握が出来るかというものです。１００人の感染者に
対して検査結果が陽性１００人であれば感度は１００％ということになります。

　主に検査時点で体内にウイルスが存在するかを調べるときに用います。鼻腔咽頭を拭って細胞を採取し、検査を
行います。検査したいウイルスが持つ特有のたんぱく質（抗原）を検出する検査方法です。
　一般病院等で簡易に行われている検査は、定性検査と呼ばれるものです。この定性検査は多くのウイルスが必要
となるため、新型コロナウイルスに感染していたとしても、ウイルス量が少ない場合は陰性となってしまいます。
　少ない時間で結果が出るという利点はありますが、偽陰性の可能性がPCR検査よりも高いため、症状が続く場
合には再度PCR検査を受けることがあります。
 　抗原検査が陰性だとしても、今後感染しないことの保証にはなりません。

　主に過去にウイルスに感染したことがあるかを調べるときに用います。血液を採取し、ウイルスに感染すると形成
されるたんぱく質（抗体）が血液中に存在するかを調べます。陽性となった時には、自覚症状がなかった場合も含め
て過去に感染したことがあるということです。体内で抗体が出来るまでは時間がかかることから現在感染しているか
を判断するには難しく、症状がある場合には、抗体検査よりもPCR検査等が有効です。
　また、抗体があるから再感染しないというにはデータが少ないことなどから、現時点では抗体検査の結果が陽性
だとしても再感染しないとは言い切れません。

検査の結果、感染していないとしても、手洗いやうがい、マスクの着用を心がけましょう。

PCR検査とは

抗原検査とは

抗体検査とは
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「４６年振りに暮らす只見の冬」

地域おこし協力隊として
vol.74 横山　儀巳

只見町観光振興協力隊
よこやま　  　よしみ

広報ただみ診療所 朝日診療所
医師　森　冬人

「新型コロナから回復した方も平穏に過ごせる町へ」

　
　観光商工課にて観光振興業務に関わらせていた
だいてから１０ヶ月、４６年振りにＵターンして迎え
た只見の冬です。“クサムシ”の異常な少なさから暖
冬かと予測する一方で、２年前、３年前は異常発生
したにも関わらず２年続きの暖冬だったこともあり、
それまでの“クサムシ”による通説は通用しなくなっ
てきていると感じていたので、通説が逆説になって、
もしかしたらこの冬は厳しい寒い冬が到来するので
はと密かに心配していました。そして、その通りの寒
い冬に・・・。ただ、中学時代まで過ごした４６年前まで
の冬は、今の倍を超す積雪だったことを思い出し、い
ろんな暮らしの知恵や工夫で厳しい冬を乗り切って
きたことに思いを馳せました。
　久し振りに暮らす只見の冬で感じたことは、一流
の除雪技術です。長年に亘って培って引き継がれて
きた除雪技術だと思いますが、夜明け前から除雪作
業に入る自宅前の国道は、目覚めて外に出てみると

除雪作業を終えた後のきれいな道路にいつも感心
させられます。
　『生活文化観光』という言葉をご存知でしょうか。
その地域で暮らしている人にとっては当たり前のこ
とでも、気候や風土が違う生活圏の人から見れば、
一つの観光資源にも成り得るということです。只見
の冬の一大イベントである雪まつりがコロナ禍で中
止になったことは残念で、来年こそはと期待したい
ところですが、雪まつりや只見線、河井継之助など
のような観光資源と合わせて、これからは町内のあ
らゆるところにある風習や日常生活などにも目を向
けた観光振興が必要のようです。
　久し振りに只見らしい冬の到来ですが、凍結路
での転倒、新型コロナ感染症、インフルエンザに注
意し、暖かな春を心待ちにしながらこの冬を乗り切
りましょう！！
（なお、本文は１月半ば時点での投稿です。）

　只見町で新型コロナウイルスの感染が確認され
て、約１週間後にこの文章を書いています。今、皆さ
んはどんな状況でしょうか？
　只見町ではこれまで１年近く感染者がいませんで
した。多くの町民が感染予防のためにマスクや手洗
い、不要不急の外出自粛をして頂いた事が大きく関
与していたと思います。本当にありがとうございます。
ただ、感染者がいなかったのは偶然でもあります。只
見と同じくらいの田舎でも、かなり早い段階で感染
者が出た地域もありました。
　私たちが、家族や友人や職場の同僚を守るため
には、やっぱりマスク・手洗い・３密の回避が大事で
す。ウイルスが人から人に移らなければ、いつか流行
は落ち着きます。ただし、どんなに注意している人で
も感染することはあります。99％頑張って注意してい
ても、1％失敗することはあります。完璧な人なんてど
こにもいません。私たちは、まだまだこの病気との付
き合っていかないといけません。何年続くかまだ私も
わかりません。
　これからも町内で感染してしまう方が出るかもし
れません。そして感染した人の多くは世の中へ戻っ

てきます。国内だけで20万人以上は退院して社会
に戻っているはずです。私の願いは以下の通りです。

　・多くの人にとって基本的な感染対策（マスク・
　手洗い・3密回避）が無理なく当たり前になる
　・誰でも熱や咳などが続くときは仕事や学校を
　休める
　・多くの人が、感染してしまった方の不安な気持
　ちや苦しみを想像できる
　・多くの人が、無事に退院して仕事や地域に戻る
　ことができた方を祝福できる

　新型コロナウイルス感染症を発症しても、約7日
後には周囲の人に感染することはほぼなくなります。
通常、感染した方は最低10日間入院し、退院前に
2回PCR検査陰性を確認しています。なので、周囲
の人へ感染する可能性は非常に低い状態で退院
してきます。回復された方も平穏に町内で暮らせる
ことを願います。
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次回は「空き家問題を解決するのは誰？」について掲載します
空き家・空き地に関するご相談は、地域創生課 ０２４１－８２－５２２０ まで

シリーズ町の課題 
vol.11vol.11

空き家の維持管理を考え
る！

空き家の維持管理には費用が掛かります。

※グラフは一例であり実際にかかる費用は空き家の状態によって異なります。

賃貸した場合

不動産の管理や処分は所有者の責務です。
「利用はしないけど解体はお金がかかるし…」
などと言って放置することは許されません。

現状を把握し、より良い対処法を選択するために今から動き始めましょう!

「利用はしないけど解体はお金がかかるし…」
などと言って放置することは許されません。

現状を把握し、より良い対処法を選択するために今から動き始めましょう!

・人が住むことで換気や通水、草刈りや除雪などが日常的に行われるため、所有者の管理負担が減ります。
・賃料収入を税金の支払いや建物の管理修繕費(※)に充てたり、後々の解体費用の一部とすることができます。
※ 建物の経年劣化に対する管理修繕費（ボイラーの修理交換や屋根塗装など）は所有者が費用負担することが基本です。

・空き家を維持するためには定期的な管理とそれにともなう費用が必要です。
・費用の主な内訳は、固定資産税、電気・上下水道代、草刈りや除雪の委託費、建物補修や屋根塗装費など。

・空き家の管理義務や維持費の出費がなくなります。
・老朽化した空き家が近隣に被害を与え損害賠償責任を負ったり、特定空家に認定される心配がなくなります。
・利活用しない空き家の維持管理費を長期にわたり支払い続ける必要がなくなります。
・跡地を住宅用地または駐車場用地として売却や賃貸するといった利活用の可能性も生まれます。
※ 解体費の一部を最大40万円まで助成する「空き家等解体工事補助金」制度もあります。

賃貸や売却を希望するなら…

換気や草刈り、
塗装や補修など
定期的にお手入れしてね

利活用が見込めない場合は…

誰かに迷惑をかける前に
早めに解体するという
選択も考えてみてね

所有年数に応じた経費について自宅や実家に当てはめて考えてみましょう。

 1.土地の固定資産税の税制優遇がなくなります。
 2.改善命令に応じずに違反となった場合は最大50万円以下の過料。
３.さらに、行政代執行により解体された場合には解体にかかった費用は所有者に請求されます。

所有する空き家が周囲に影響を及ぼし「特定空家」に認定されると…

維持する場合

解体した場合

1年 ２年 ３年 ４年 ５年 6年 7年 8年 9年 10年 11年 12年 13年 14年

　
100万円

　
0万円

　
-100万円

　
-200万円

　
-300万円

賃貸した場合

維持した場合

解体した場合
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芸
文
民
町

芸
文
民
町

    

只
見
短
歌
会

一
月
定
例
会

大
塚
栄
一　
　

指
導

只
見
俳
句
会

町
民
文
芸

町
民
文
芸

　

修　

一

ド
カ
雪
と
予
報
の
村
は
沈
ま
れ
り

冬
晴
れ
や
窓
開
け
放
ち
足
軽
く

幸　

生

熊
は
山
へ
里
に
標
の
棚
い
く
つ

河
烏
雪
の
晴
れ
間
は
高
く
飛
べ　

信　

コ
ー
ヒ
ー
を
包
む
手
温
む
冬
景
色

吹
雪
く
夜
の
昔
話
や
囲
炉
裏
端

　

都　

子
等
を
待
つ
カ
レ
ー
を
煮
込
ん
で
冬
の
暮

表
札
を
ロ
ー
マ
字
で
出
す
十
二
月洋　

子

雪
降
る
を
太
鼓
の
音
が
積
ら
せ
し

初
市
の
赤
ベ
コ
の
首
ち
ょ
い
昼
寝

 
                                    

                                                

味
代
子

悔
し
さ
に
石
け
と
ば
し
て
冬
帽
子

た
だ
黙
し
初
雪
の
窓
眺
め
を
り

弘　

子

予
報
超
え
一
夜
に
ど
っ
と
雪
の
嵩

コ
ロ
ナ
禍
に
逢
え
ぬ
と
告
げ
来
吹
雪
く
夜

真
理
子

曲
り
屋
に
被
り
し
雪
は
暖
か
し

旅
の
後
炬
燵
に
お
茶
を
運
ぶ
時

睦　

子

お
で
ん
食
べ
楽
し
い
夕
食
孫
う
か
れ

凍
み
豆
腐
亡
き
母
し
の
ぶ
料
理
ぐ
さ

恒　

夫

寒
禽
や
む
く
ろ
の
温
み
手
に
残
り

雪
折
の
記
念
樹
今
も
語
り
継
ぐ

礼　

ゆ
る
や
か
な
ブ
イ
の
撓
み
や
鴨
の
陣

極
月
の
ダ
ム
の
た
も
と
に
ダ
ム
見
あ
ぐ

                                                

一　

穂

春
兆
す
赤
子
ロ
ボ
ッ
ト
動
き
し
て

ド
カ
雪
に
家
守
の
梅
の
枝
折
れ
す

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

馬
場　

八
智

多
忙
な
る
は
丈
夫
な
証
と
強
が
り
を
帰
省
せ
る
娘
を
見
送
る
朝
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

目
黒　

富
子

ぼ
た
ん
雪
降
る
様
見
つ
つ
温
み
を
も
あ
る
が
如
く
に
心
静
も
る

 

渡
部
ゆ
き
子

十
五
夜
の
月
の
光
が
寝
間
に
入
る
戸
を
繰
り
見
れ
ば
昼
間
の
ご
と
し

 

関
谷
登
美
子

あ
の
方
に
あ
の
こ
と
な
ど
を
想
ひ
つ
つ
時
過
ぐ
る
ま
ま
に
年
の
瀬
迎
ふ

 

新
国
由
紀
子

食
欲
の
あ
る
の
は
元
気
の
証
だ
と
息
子
は
老
ひ
母
を
励
ま
し
て
言
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡
部
ヨ
リ
子

カ
メ
ム
シ
の
少
な
き
年
は
浅
雪
と
言
は
れ
て
来
し
が
早
も
豪
雪

 

新
国　

洋
子

こ
ぶ
し
苑
に
歩
行
難
に
て
入
所
せ
り
い
ま
亡
き
姉
も
こ
の
部
屋
な
り
し

 
 

 

（
出
詠
順
）

令
和
三
年
一
月
詠
草

宇
多
喜
代
子

導
指

　
　

こ



今
月
の
納
期

税

総務課　
　総務係　財政係
地域創生課　
　創生企画係　広報広聴係
　ユネスコエコパーク推進係

町民生活課
　税　務　係
　町　民　係
保健福祉課
　保　健　係
　福　祉　係
農林建設課
　農　林　係
　建　設　係
観光商工課
　観光係　商工係
会　計　室
議会事務局
農業委員会
教育委員会
学校給食センター
只見保育所
朝日保育所
明和保育所
朝日診療所
（歯科） 
こぶし苑 
只見振興センター 
朝日振興センター 
明和振興センター 

☎

☎

☎
☎

☎
☎

☎
☎

☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎

82-5210

82-5220

82-5110

82-5100

84-7005

84-7010

82-5230

82-5270

82-5240

82-5120

82-5300

82-5230

82-5320

84-7180

82-2219

84-2038

86-2249

84-2221

84-2612

84-2101

82-2141

84-2111

86-2111
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仙
台
国
税
局
で
は
、バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー

あ
ふ
れ
る
国
税
専
門
官
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

　

国
税
専
門
官
は
、国
の
財
政
を
支
え

る
重
要
な
仕
事
を
担
い
、税
務
署
等
に

お
い
て
、調
査
・
徴
収
・
検
査
や
指
導
な

ど
を
行
う
税
務
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
で

す
。

【
受
験
資
格
】

１　

平
成
３
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

　
　

12
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

２　

平
成
12
年
４
月
２
日
以
降
生
ま

　
　
れ
の
者
で
次
に
掲
げ
る
も
の

（
１
）大
学
を
卒
業
し
た
者
及
び
令
和

　
　

４
年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す

　
　
る
見
込
み
の
者

（
２
）人
事
院
が（
１
）に
掲
げ
る
者
と
同

　
　

等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者

【
受
付
期
間
】

令
和
３
年
３
月
26
日（
金
）か
ら
４
月

７
日（
水
）ま
で

【
申
込
方
法
】

　

受
験
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

国
家
公
務
員
試
験
採
用
情
報
Ｎ
Ａ　

Ｖ
Ｉ（https://w

w
w.jinji.go.jp/ 　

saiyo/saiyo.htm
l

）

【
第
１
次
試
験
日
】

令
和
３
年
６
月
６
日（
日
）

【
問
合
せ
先
】

仙
台
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験
研
修

係
☎
０
２
２-

２
６
３-

１
１
１
１

人
事
院
東
北
事
務
局
☎
０
２
２-
２　

２
１-

２
０
２
２

　　

県
で
は
、県
政
に
関
す
る
相
談
や
要

望
、又
は
県
民
生
活
に
関
す
る
相
談
を

お
受
け
し
ま
す
。相
談
は
無
料
で
秘
密

は
厳
守
し
ま
す
。

【
相
談
場
所
】

　

福
島
県
庁
県
政
相
談
コ
ー
ナ
ー
及

び
県
の
各
合
同
庁
舎
内
県
政
相
談

コ
ー
ナ
ー

　

南
会
津
合
同
庁
舎
に
お
け
る
面
接

相
談
は
、毎
週
水
曜
日
に
完
全
予
約
制

で
行
い
ま
す
。予
約
は
、火
曜
日
正
午
ま

で
で
す
。予
約
が
な
い
場
合
、面
談
は
実

施
し
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

（
予
約
先
：
会
津
地
方
振
興
局
県
政
相

談
コ
ー
ナ
ー
☎
０
１
２
０-

８
９
９-

７

２
４
）

【
相
談
時
間
】

９
時
〜
12
時
、13
時
〜
16
時

（
土
日
祝
日
を
除
く
）

【
県
政
相
談
専
用
電
話
等
】

　

南
会
津
地
方
の
電
話
相
談
は
県
庁

又
は
会
津
地
方
振
興
局
で
受
付
け
ま
す
。

・
県
庁
県
政
相
談
コ
ー
ナ
ー

☎
０
１
２
０-
８
９
９-

７
２
１
ま
た　

は
０
２
４-
５
２
１-

７
０
１
７

    kenseisodan@
pref.fukushi

m
a.lg.jp
 

・
会
津
地
方
振
興
局
県
政
相
談
コ
ー　

  

ナ
ー

☎
０
１
２
０-

８
９
９-

７
２
４

　
　

厚
生
労
働
省
、都
道
府
県
及
び
日
本

赤
十
字
社
は
、献
血
者
が
不
足
し
が
ち

な
冬
期
に
お
い
て
血
液
製
剤
の
安
定
供

給
を
確
保
す
る
た
め
、「
は
た
ち
の
献
血
」

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
令
和
３
年
１
月
１
日

か
ら
２
月
28
日
ま
で
の
２
か
月
間
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
拡
大
を
受
け
、献
血
血
液
の
確
保

に
影
響
が
生
じ
て
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も

患
者
さ
ん
に
必
要
な
血
液
を
届
け
る
た

め
に
献
血
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
献
血
場
所（
献
血
ル
ー
ム
）】

・
福
島
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー　
　

  

福
島
市
永
井
川
字
北
原
田
17

☎
０
１
２
０-

12-

９
９
１
５

・い
わ
き
出
張
所　
い
わ
き
市
中
央　

  

台
飯
野
５
丁
目
１-

１

☎
０
１
２
０-

39-

８
３
４
３

・
郡
山
駅
前
献
血
ル
ー
ム　

郡
山
市
駅

前
１
丁
目
６-

10
ダ
イ
ワ
ロ
イ
ネ
ッ
ト
ホ

テ
ル
郡
山
駅
前
３
階

☎
０
１
２
０-

37-

９
９
１
５

　
ま
た
、献
血
さ
れ
る
方
が
一
時
的
に
集

中
す
る
こ
と
に
よ
る
密
集
や
密
接
を
防

ぐ
た
め
、有
効
期
間
の
あ
る
輸
血
用
血

液
を
必
要
量
に
応
じ
て
確
保
し
て
い
く

た
め
に
、献
血
の
事
前
予
約
を
お
願
い

し
て
お
り
ま
す
。ご
予
約
の
上
、献
血
会

場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
予
約
方
法
】

・
献
血
の
経
験
が
あ
り
、「
ラ
ブ
ラ
ッ　

 

ド（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
ー
ビ
ス
）」に
会
員
登　

  

録
さ
れ
て
い
る
方
は
ラ
ブ
ラ
ッ
ド
か　

  

ら
ご
予
約
下
さ
い
。

・
献
血
が
初
め
て
又
は
久
し
ぶ
り
の
方
、

「
ラ
ブ
ラ
ッ
ド（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
ー
ビ
ス
）」に

会
員
未
登
録
の
方
は
、ご
希
望
の
献
血

ル
ー
ム
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　　

な
お
、「
４
０
０
㎖
献
血
」を
前
日
５

時
ま
で
に
ご
予
約
の
う
え
、ご
協
力
い

た
だ
い
た
方
に
ワ
ッ
フ
ル
ケ
ッ
ト
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
て
い
ま
す
。数
に
限
り
が
あ
り

ま
す
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

「
国
税
専
門
官
採
用
試
験
」（
大
学

卒
業
程
度
）の
お
知
ら
せ

県
政
相
談
の
お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

献
血
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

2
月
25
日
ま
で
に

　
　
　
　
　
納
め
ま
し
ょ
う

●
水
道
使
用
料（
４
期
）

●
農
集
排
使
用
料（
２
月
分
）
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只
見
町
選
挙
管
理
委
員
が

　
　
　
　
　  

　
　
任
命
さ
れ
ま
し
た

渡部克哉さん 渡部純子さん

職務代理
目黒芳美さん

委員長
船木和一さん

　
只
見
町
選
挙
管
理
委
員
が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。任
期
は
令
和
２
年
12
月
26
日
か
ら
令
和
６

年
12
月
25
日
ま
で
の
４
年
間
で
、そ
の
期
間
に
行
わ
れ
る
選
挙
が
公
正
に
行
わ
れ
て
い
る
か
を

監
視
し
ま
す
。

 4日　仕事始め式（広域消防只見出張所、あさひヶ丘、 
　　　役場町下庁舎）、　　　
 5日　県関係機関及び新聞社等年賀挨拶（～７日　 
　　　福島市ほか）
 8日　臨時庁議（新型コロナウイルス対策本部会議 以
　　　下「対策本部会議」）、会津電力㈱代表取締役来
　　　庁、南会津地方町村会臨時総会、南会津地方
　　　広域市町村圏組合管理者会（南会津町）
 9日　只見町消防団出初式
12日　定例庁議（対策本部会議）
13日　臨時庁議（対策本部会議）
14日　スミタ光学ガラス工場長、スミタフォトニクス工
　　　場長来庁、県知事及び副知事年賀挨拶（福島市
　　　）、臨時庁議（対策本部会議）
15日　会津を拓く講演会、臨時庁議（対策本部会議）

16日　臨時庁議（対策本部会議）
18日　ニューデジタルケーブル㈱役員来庁
19日　佐久間建設㈱代表来庁、議会全員協議会、臨
　　　時庁議（対策本部会議）
20日　診療所歯科医師との懇談会
21日　除雪会議
25日　季の郷湯ら里㈱全体ミーティング、臨時庁議（
　　　対策本部会議）
26日　季の郷湯ら里㈱改修基本計画中間報告
27日　議会１月会議、議会全員協議会、南会津地方
　　　環境衛生組合予算査定（下郷町）
28日　只見町商工会要望書提出、総合教育会議、南
　　　会津地方振興局長来庁、福島運輸局支局長来
　　　庁、福島緑の森づくり公社専務理事来庁

町長スケジュール〈1月分〉



町民
憲章

1、 ゆたかな緑ときれいな水をまもり美しい町をつくりましょう

1、 互いに助け合い親切をつくし楽しい町をつくりましょう

1、 産業をおこしみんなで働ける豊かな町をつくりましょう

1、 教養を深め心と体をきたえ文化の町をつくりましょう

1、 きまりを守り良い風習を育て住みよい町をつくりましょう
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あ
と
が
き

あ
と
が
き

人のうごき

☆明和振興センターではリクエストも随時受付していますので、
ぜひご利用ください。

人　口　４，０５６（－２）
　男　　１，９８６（－２）
　女　　２，０７０（±０）
世帯数　１，７４１（＋２）
高齢化率　　　４６．６％

※高齢化率とは、６５歳以上の人が人口に占める割合です。

転入 ９　　転出 ５ 　　出生 １　　死亡 ７

（12月26日～1月25日届出分）敬称略

令和3年1月1日現在

▽
除
雪
隊
の
特
集
の
素
材
写
真
を
撮

る
た
め
に
夜
中
１
時
前
位
に
外
に
出
ま

し
た
。私
は
寒
さ
と
眠
気
で
カ
メ
ラ
を

構
え
る
の
が
や
っ
と
で
、改
め
て
除
雪
隊

の
皆
さ
ん
の
凄
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

▽
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
検
査
の
種

類
を
記
事
に
す
る
に
あ
た
り
、様
々
な

資
料
に
目
を
通
し
ま
し
た
が
、Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
は
、犯
罪
捜
査
の
犯
人
の
特
定
や

親
子
関
係
の
判
定
な
ど
に
も
用
い
ら
れ

て
い
る
と
い
う
こ
と
を
初
め
て
知
り
、び

っ
く
り
し
ま
し
た
。（
小
林
）

明和振興センター図書室
　　　　　☎８６－２１１１
              　三瓶　美由紀

明和振興センター
おすすめ新着図書２月

※「町民の消息」欄に掲載を希望されない方は、
届出のときにその旨をお伝えください。

■おくやみ申し上げます
渡　部　正　衞 103歳 小　川
大　竹　トモヱ 86歳 布　沢
皆　川　マリエ 93歳 黒　谷
三　瓶　   敏 87歳 深　沢
目　黒　信　子 88歳 塩　沢
山　崎　ヲリエ 83歳 長　浜
赤　羽　正　夫 97歳 福　井
五十嵐　マサコ 102歳 黒　谷
梁　取　牧　榮 84歳 坂　田

■お誕生おめでとうございます
渡　部　葵　晴（女／  貴之  ・幸）只　見

あおは

「およそ昭和35年から45年までに
地域に定着した料理」と「地域の
人々が次の世代以降も作ってほし
い、食べてほしいと願っている料理
」を基準に、全国から集めた伝統
料理のレシピ本。「すし」「野菜のお
かず」「行事食」といった１６のテ
ーマに分類した全１６巻。
『年取りと正月の料理』では、只見
町食生活改善推進員会が撮影に

協力した【おひら】が掲載されています！

日本調理科学会/（農文協）

★ブラック・ショーマンと名もなき
町の殺人

★別冊うかたま 伝え継ぐ日本の家
庭料理シリーズ  全１６巻

東野圭吾/（光文社）
殆どの人が訪れたことのない平凡で
小さな町。寂れた観光地。ようやく射
した希望の光をコロナが奪い、さら
に殺人事件が…。犯人と探偵役、そ
れぞれの仕掛けが張り巡らされてい
ます。
東野圭吾、圧巻の離れ業！



森の四季森の四季森の四季 TEL 0241（72）8355TEL 0241（72）8355

らんしょう
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※
環
境
に
や
さ
し
い
大
豆
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す

■ 発行／只見町　〒968-0421  福島県南会津郡只見町大字只見字町下2591-30
■ 編集／地域創生課広報広聴係　https://www.town.tadami.lg.jp/　☎0241（82）5220

※
こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

只見町ブナセンターからのお知らせ
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写真（左上）：オオカマキリの卵鞘。柔らかいスポンジ状の物質の中に100以上の卵が産み付けられる
写真（左下）：コカマキリの卵鞘。オオカマキリと比較して長細く、小さい
写真（右）：雪解け後、倒れていたセイタカワダチソウから採集した卵鞘からオオカマキリの幼虫が孵化した

カマキリの卵鞘と越冬

　低温、降雪、餌の少なさ。冬は昆虫の活動には適さない季節です。この厳しい季節の乗り越え方は種
により異なり、様々です。
　北海道から九州にかけて分布するカマキリの仲間の多くは卵で越冬します。カマキリの卵の特徴とし
て、スポンジ状の物質で複数の卵を覆う構造になっていることがあげられます。これを卵鞘といい、中の
卵を乾燥や衝撃などから守る働きをしています。卵鞘の形態や1個あたりに産みつける卵の数は種ごと
に異なります。
　さて、只見で卵鞘を目にする機会が多いのはオオカマキリでしょう。大きく膨らんだ形態が特徴的で、
卵鞘1個あたり100以上の卵を産み付けます。本種は、積雪量を予測し、雪に埋もれない高さに産卵す
るという民間伝承がありますが、これは間違いです。実際には卵を産みつける植物の枝葉の生え方や茎
の太さなどの条件で産卵場所を選び、それによって卵鞘の高さも変わります。産卵する植物は草本から
樹木まで数多く、雪に埋もれてしまうような植物も含まれます。しかし、卵は雪に埋もれてしまった場合
でも雪解け後には問題なく孵化することがほとんどです。
　只見にはコカマキリという種も生息しています。中型の地表性のカマキリで、9～10月に道路上を歩
く姿がよく見られます。卵鞘はオオカマキリのものと比べるとほっそりしており、違いは一目瞭然です。本
種はオオカマキリと異なり、石や倒木の裏など、人目につかない場所に産卵するため、意識して探さない
と見つかりません。家屋の外壁、コンクリートブロックなどの人工物に産み付けられた卵鞘は比較的目
につきやすいので、探してみるとよいでしょう。

只見町ブナセンター付属施設「ただみ・ブナと川のミュージアム」では下記企画展を開催中です。
皆様のお越しをお待ちしております。
企画展アーカイブ「只見の天然資源とその利用～冬の暮らしと手仕事編～」
会期：2020年12月19日（土）～2021年3月29日（月）
場所：ただみ・ブナと川のミュージアム　2階ギャラリー

(写真・文  吉岡義雄)
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